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第
12
回

岡
垣
町
花
火
大
会

夏
の
夜
空
を
彩
る

花
火
を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

第12回岡垣町花火大会は、8月3日
(土)に波津漁港で行われます。午後6時
30分から納涼イベントとして歌唱力で
楽しさを演出するミュージシャン｢パテ
ィオ・イカウイ｣さん。懐かしのメロデ
ィーをかなでる｢あか絵｣さんの歌謡シ
ョーを行います。
そして、午後8時からは3,500発の打

上花火、防波堤にかかる仕掛花火のナ
イアガラなど、みなさんお待ちかねの
花火大会が行われます。夏の夜空を彩
る花火で暑さをひと時忘れてみません
か？
※雨天の場合は８月４日(日)に順延となります。
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第3次行政改革が
始まります

岡垣町は、平成9年5月に｢第2次行政改革大綱｣を策定し、これまで、地方分権の時代にふさわしい

行政システムの確立を目指して、行政改革の推進に取り組んできました。

しかしながら、近年、少子･高齢化の一層の進行や厳しい経済状況など、国をはじめ地方自治体を取

り巻く社会経済情勢は大きく変化しています。

町は、これらの課題に的確に対応し、変革の時代にふさわしい行財政システムを構築するため、平成

14年2月25日号広報でお知らせしましたように議会の代表者や住民の代表者および学識経験者で構成さ

れた｢岡垣町行政改革推進委員会｣から第3次行政改革答申を受け、今回、今後の行政改革の指針となる

｢第3次行政改革大綱(新大綱)｣を策定しました。

今後、この新大綱に沿って住民の視点に立った町政の実現に向けて行政改革を推進していきますので、

住民のみなさんのご理解とご協力をよろしくお願いします。今回は、大綱の概要を紹介します。

行政改革

総
　
　
　
括

個

別

方

針

い
ま
、
市
町
村
を
取
り
巻
く
状
況
を
み
る
と
、

少
子
高
齢
化
、
人
口
増
加
の
停
滞
と
い
っ
た
人

口
構
造
の
変
化
や
経
済
成
長
率
の
低
下
に
伴
う

税
収
の
減
少
な
ど
に
よ
る
財
政
の
悪
化
や
、
地

方
分
権
の
推
進
、
そ
し
て
住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化

な
ど
、
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

岡
垣
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
第
1
次
お
よ
び
第

2
次
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、
組
織
･
機
構
の

見
直
し
や
事
務
事
業
の
見
直
し
、
補
助
金
制
度

の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
第
3
次
行
政
改
革
で
は
、
従
来
型
の

削
減
合
理
化
的
な
も
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
戦

略
を
持
ち
、
健
全
で
効
果
的
、
効
率
的
な
財
政

運
用
に
よ
る
自
立
し
た
地
域
づ
く
り
や
、
一
層

の
事
務
管
理
の
効
率
化
に
よ
る
弾
力
的
な
組
織

運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

人
事
制
度
の
改
革

①

岡
垣
町
行
政
組
織
改
革
実
行
計

画
に
基
づ
き
、
成
果
主
義
、
能
力

主
義
に
よ
る
信
賞
必
罰
の
人
事
制

度
の
確
立
を
図
り
、
適
材
適
所
に

よ
る
人
事
管
理
に
よ
り
効
率
的
･

効
果
的
な
事
務
が
行
え
る
よ
う
配

慮
し
ま
す
。

②

行
政
職
員
の
資
質
向
上
を
目
的

に
、
官
官
、
官
民
間
の
積
極
的
な

人
事
交
流
を
進
め
、
特
に
遠
賀
郡

内
４
町
に
お
け
る
人
事
交
流
に
つ

い
て
は
早
期
導
入
を
図
り
ま
す
。

③

人
事
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

①

事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
行
い
、
行
政
運
営
管
理
シ
ス

テ
ム
の
確
立
を
行
い
ま
す
。

②

行
政
へ
の
住
民
参
画
、
お
よ
び

行
政
と
住
民
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
向
け
、
事
業
説

明
責
任
制
度
の
導
入
を
行
い
、
説

明
お
よ
び
議
論
の
ル
ー
ル
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

財
政
の
見
直
し
・
改
善

①

地
方
自
治
体
の
財
源
が
、
今
後
、

現
状
を
維
持
す
る
こ
と
は
難
し
い

た
め
、
従
来
の
発
想
を
変
え
、
町

民
ニ
ー
ズ
に
合
う
よ
う
財
源
の
再

配
分
な
ど
柔
軟
な
見
直
し
を
行
う

と
と
も
に
、
物
件
費
を
中
心
と
し

た
多
岐
に
わ
た
る
経
常
的
経
費
の

削
減
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

②

下
水
道
会
計
に
つ
い
て
は
、
事

業
の
進
捗
状
況
も
考
慮
し
な
が
ら

企
業
会
計
の
導
入
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
施
設
な
ど
の

使
用
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、
適
正

な
受
益
者
負
担
が
原
則
で
あ
り
、

例
外
と
し
て
政
策
に
よ
る
減
免
が

で
き
る
こ
と
を
基
本
と
し
整
理
す

る
と
と
も
に
、
利
用
料
金
の
簡
素

化
も
進
め
ま
す
。

③

貸
借
対
照
表(

バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
）
に
つ
い
て
は
、
今
後
導
入
の

方
向
で
検
討
し
ま
す
。

④

課
税
客
体
、
課
税
標
準
な
ど
の

的
確
な
把
握
、
お
よ
び
公
平
公
正

な
課
税
、
さ
ら
に
未
納
者
･
滞
納

者
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み

を
図
り
地
方
税
の
確
保
に
努
め
ま

す
。公

益
法
人
な
ど
に
対

す
る
行
政
の
関
与
の

在
り
方
の
改
善

①

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
土
地
開
発
公
社
な
ど
へ
の

委
任
に
関
わ
る
事
務
事
業
の
見
直

*
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し
を
行
い
、
組
織
運
営
の
改
善
に

努
め
、
委
託
料
･
補
助
金
な
ど
の

管
理
運
営
費
に
つ
い
て
は
一
定
の

指
針
を
設
け
財
政
負
担
の
縮
減
･

合
理
化
を
図
り
ま
す
。

②

負
担
金
な
ど
を
支
出
し
て
い
る

団
体
に
つ
い
て
、
運
営
状
況
な
ど

を
十
分
に
把
握
し
、
常
に
改
善
に

つ
い
て
の
提
言
を
行
う
な
ど
関
与

の
在
り
方
を
改
善
し
ま
す
。

住
民
参
加
の
促
進

①

透
明
性
の
高
い
情
報
公
開
に
努

め
る
と
と
も
に
、
住
民
の
行
政
へ

の
参
画
を
促
進
し
、
さ
ら
に
、
住

民
の
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

形
成
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
組

織
づ
く
り
の
推
進
や
適
切
な
行
政

支
援
を
進
め
ま
す
。

②

補
助
対
象
団
体
の
活
動
状
況
を

十
分
把
握
し
、
各
種
補
助
金
の
主

旨
に
基
づ
く
使
途
内
容
を
検
証
し

て
、
各
種
団
体
補
助
金
の
整
理
合

理
化
を
行
い
、
適
正
な
補
助
金
交

付
に
努
め
ま
す
。

民
間
委
託
の
推
進

①

小
学
校
給
食
調
理
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
事
項
に
留
意
し
な
が
ら
、

中
学
校
へ
の
給
食
導
入
と
併
せ
、

民
間
委
託
化
を
進
め
ま
す
。

★

給
食
が
教
育
の
一
環
で
あ
る
こ

と
を
認
識
し
、
衛
生
面
を
含
め
た

給
食
の
安
全
性
お
よ
び
水
準
に
つ

い
て
、
現
状
を
維
持
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を

確
保
し
ま
す
。

★

現
職
の
給
食
調
理
員
の
身
分
を

保
障
し
、
退
職
者
不
補
充
方
式

(

一
部
職
種
変
更
含
む)

を
基
本
と

し
ま
す
。

★

民
間
委
託
の
必
要
性
、
手
法
な

ど
に
つ
い
て
、
現
職
調
理
員
、
保

護
者
な
ど
、
関
係
者
へ
の
説
明
責

任
を
十
分
果
た
し
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
へ
学
校
給
食
を

導
入
す
る
場
合
は
、
民
間
委
託
に

よ
る
実
施
を
基
本
と
し
ま
す
。

②

保
育
所
運
営
に
つ
い
て
は
、
コ

ス
ト
面
か
ら
す
れ
ば
公
設
民
営
化

が
望
ま
し
い
で
す
が
、
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
の
政
策
を
基
本
と
し
て
再

度
検
証
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、

保
育
所
定
数
の
増
お
よ
び
保
育
所

の
新
設
を
行
う
場
合
は
、
民
間
に

よ
る
運
営
の
方
向
で
検
討
し
ま

す
。

③

公
民
館
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

コ
ス
ト
面
を
考
慮
し
た
見
直
し
を

行
い
、
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

行
政
組
織
の
効
率
化

①

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、

よ
り
一
層
の
機
構
改
革
を
行
う
と

と
も
に
、
電
子
行
政
の
推
進
と
併

せ
て
総
合
窓
口
の
構
築
を
図
り
ま

す
。

②

職
員
数
に
つ
い
て
、
継
続
的
な

組
織
の
見
直
し
を
行
い
、
定
員
適

正
化
･
効
率
化
を
図
る
と
と
も

に
、
各
グ
ル
ー
プ
別
･
課
別
の
職

員
数
に
つ
い
て
も
、
行
政
需
要
に

応
じ
て
柔
軟
な
対
応
が
出
来
る
よ

う
な
仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

③

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を

目
指
し
、
基
本
方
針
を
策
定
し
速

や
か
に
諸
政
策
を
講
じ
、
啓
発
を

積
極
的
に
行
い
ま
す
。

電
子
行
政
の
実
現

①

電
子
行
政
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
情
報
拠
点
施
設
整
備
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
の
再
整
備
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
進
め
る
と

と
も
に
、
個
人
情
報
保
護
条
例
の

早
期
制
定
を
検
討
し
ま
す
。

町
議
会
に
つ
い
て

①

町
議
会
は
、
よ
り
一
層
の
情
報

公
開
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
住

民
の
行
政
へ
の
参
加
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
議
会
運
営
費
の
効
率

化
に
も
継
続
し
て
取
り
組
み
ま

す
。そ

の
他
（
ペ
イ
オ
フ

解
禁
に
伴
う
対
策
）

①

平
成
14
年
4
月
か
ら
ペ
イ
オ
フ

制
度
の
実
施
に
伴
い
、
財
政
運
営

上
支
障
な
く
、
住
民
生
活
に
影
響

が
生
じ
な
い
よ
う
に
財
産
管
理
に

つ
い
て
、
指
定
金
融
機
関
制
度
の

見
直
し
な
ど
も
含
め
、
諸
対
策
を

検
討
し
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

用 語 解 説

*事務事業評価システム ………

*事業説明責任制度 ……………

*経常的経費 ……………………

*受益者負担 ……………………

*減　　免 ………………………

*貸借対照表 ……………………

*給食調理民間委託 ……………

*公設民営 ………………………

*男女共同参画社会 ……………

*電子行政 ………………………

*ペイオフ ………………………

行政が行っている事務や事業を、費用と成果という統一的な尺度で評価するシステム。施策の
相互比較が可能となり、施策や予算の見直しに活用できる。

事業の計画、実行、事後の適切な段階で、事業の決定過程および内容などを住民に説明する制度。

年々持続して固定的に支出される経費。人件費、物件費、維持補修費、補助費などを経常的経
費という。

公共の便益を受ける者が、社会教育施設などの使用など便益にかかる費用を負担すること。

使用料を全額免除、減額すること。

一定時点における財産状態を明らかにするために、資産、負債、資本を一表に記載した報告書
をいう。

学校給食のうち調理部門と食器の洗浄、清掃部門を民間委託。献立の作成、食材の購入･検収･
検食･給食教育は、従来どおり栄養士･校長･教師が行い、調理も各学校の調理室で行うこと。

公立保育所の運営を社会福祉法人などに委託すること。保育所の施設管理はいままでどおり町
が行う。

男女が人権を尊重し、責任を担い、互いに助け合い、性別に関わりなく社会に参画すること。

申請･届出などの行政手続きがインターネットを通じて行えるなど、ＩＴ(情報通信技術)を利用
した行政サービス全体の電子化・高度化を進める行政運営システムをいう。

預金保険制度に加入している金融機関が破たんした場合、預金者一人につき元本一千万円とそ
の利息を限度に保護(払い戻し)する制度。
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本年８月５日から各種行政の
基礎となっている住民基本台帳の
全国ネットワークが稼動します

住民基本台帳

市
区
町
村
が
行
う
各
種
行
政
の
基

礎
で
あ
る
住
民
基
本
台
帳
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
化
を
図
り
、
４
情

報
（
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住

所
）、
住
民
票
コ
ー
ド
と
、
こ
れ
ら

の
変
更
情
報
に
よ
り
全
国
共
通
の
本

人
確
認
を
行
う
た
め
の
地
方
公
共
団

体
共
同
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

◆
住
民
負
担
の
軽
減
と
サ
ー
ビ

ス
の
向
上

◆
国
・
地
方
公
共
団
体
を
通
じ

た
行
政
改
革

◆
「
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
」

の
基
盤

住　民�
行政機関�

（国･地方公共団体など）�

住民票の写し�
（不要）�

窓口などでの申請･届
出または、インターネ
ットによる電子的な申
請･届出�

ネットワークの概念
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住民基本台帳

本
年
8
月
5
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
の
第
1
次
サ
ー

ビ
ス

住
民
票
コ
ー
ド
に
つ
い
て

○
平
成
14
年
8
月
5
日
以
降
、
個
人

ご
と
の
住
民
票
に
新
た
に
住
民
票

コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

○
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
か
ら
行
政
機
関
へ
提
供
す

る
本
人
確
認
情
報
は
、
法
律
に
よ

り
4
情
報(

氏
名
･
生
年
月
日
･

性
別
･
住
所)

、
住
民
票
コ
ー
ド

と
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
に
限
定
さ

れ
、
ま
た
、
行
政
機
関
の
利
用
で

き
る
事
務
に
つ
い
て
も
、
法
律
で

具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
住
民
票
コ
ー
ド
を
民
間
が
使
用
す

る
こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
市
区
町
村
へ

申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
変
更
で
き

ま
す
。

◆

市
区
町
村
ご
と
に
保
有
し
て
い

る
住
民
票
情
報
の
う
ち
本
人
確
認

情
報
﹇
4
情
報(

氏
名
・
生
年
月

日
・
性
別
・
住
所)

、
住
民
票
コ

ー
ド
と
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
﹈
を

行
政
機
関
へ
提
供
し
ま
す
。

行
政
機
関
へ
申
請
、
届
出

を
行
う
際
、
住
民
票
の
写

し
の
添
付
が
省
略
可
能

と
な
り
ま
す

申
請
・
届
出
を
行
う
場
合
に
、
多

く
の
手
続
き
で
住
民
票
の
写
し
な
ど

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
の
交
付
が

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
受
け

ら
れ
ま
す

現
在
、住
民
票
の
写
し
の
交
付
は
、

今
住
ん
で
い
る
市
区
町
村
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
は
、
本
人
や
世
帯
の
住
民
票

の
写
し
の
交
付
が
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
全

国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も
可
能
と
な

り
ま
す
。

注
）
こ
の
場
合
の
住
民
票
の
写
し
に

つ
い
て
は
、
戸
籍
筆
頭
者
の
氏
名
、

本
籍
地
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

引
越
し
の
場
合
の
手
続
き

が
簡
略
化
さ
れ
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
、
転
出
証
明
書

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
な
く
、
転

入
市
区
町
村
で
必
要
な
住
民
票
情
報

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
転
送

さ
れ
ま
す
。

注
）
一
定
の
事
項
を
記
入
し
た
転
出

届
を
転
出
市
区
町
村
へ
郵
送
で
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

に
よ
り
各
種
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す

○
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
希
望
に

よ
り
、
町
が
発
行
し
ま
す
。

○
写
真
付
き
と
、
写
真
な
し
の
２
種

類
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ

か
を
選
択
で
き
ま
す
。

○
写
真
付
き
は
個
人
の
証
明
書
と
し

て
も
利
用
で
き
ま
す
。

○
引
越
し
の
場
合
の
手
続
き
が
簡
略

化
さ
れ
ま
す
。

○
他
の
市
区
町
村
で
住
民
票
の
交
付

を
受
け
る
場
合
や
行
政
機
関
な
ど

に
申
請
・
届
出
を
行
う
場
合
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
り
確
実

な
本
人
確
認
が
で
き
る
た
め
、
迅

速
な
手
続
き
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

制
度(

法
例)

面
か
ら
万
全
の

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す

○
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
で
保
有
す
る
本
人
情
報

は
、
法
律
に
よ
り
「
氏
名
･
生
年

月
日
･
性
別
･
住
所
･
住
民
票
コ

ー
ド
･
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
」
に

限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
か
ら
本
人
確
認
情
報
の
提

供
を
行
う
行
政
機
関
や
利
用
事
務

に
つ
い
て
は
、
法
律
で
具
体
的
に

規
定
さ
れ
て
お
り
、
目
的
外
の
利

用
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
民
間
部
門
の
住
民
票
コ
ー
ド
の
利

用
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

○
関
係
職
員
な
ど
に
対
す
る
「
安
全

確
保
措
置
」
お
よ
び
「
秘
密
保
持
」

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、

関
係
職
員
が
秘
密
を
漏
ら
し
た
場

合
は
、
通
常
よ
り
重
い
罰
則
規
定

が
摘
要
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
自
分
の
本
人
確
認
情
報
に
つ
い
て

は
、
開
示
の
請
求
を
し
た
り
、
訂

正
な
ど
の
申
し
出
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

運
用
面
か
ら
も
万
全
の
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す

○
指
定
情
報
処
理
機
関
に
お
い
て

「
本
人
確
認
情
報
保
護
委
員
会
」

を
設
置
し
、
本
人
確
認
情
報
の
保

護
に
関
す
る
事
項
を
調
査
･
審
議

し
、
必
要
に
応
じ
て
意
見
を
指
定

情
報
処
理
機
関
に
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
ま

す
。ま

た
、
都
道
府
県
に
お
い
て
も

同
様
の
本
人
確
認
情
報
の
保
護
に

関
す
る
審
議
会
を
つ
く
り
ま
す
。

○
市
区
町
村
、
都
道
府
県
お
よ
び
指

定
情
報
処
理
機
関
に
お
い
て
住
民

基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
苦
情
を
適
切
か
つ
迅

速
に
処
理
し
ま
す
。

○
緊
急
時
対
応
計
画
を
策
定
し
、
不

測
の
事
態
に
も
迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

技
術
面
か
ら
万
全
の
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す

○
安
全
性
の
高
い
専
用
回
線
で
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
･
通
信
デ
ー
タ

ー
の
暗
号
化
を
す
る
な
ど
、
外
部

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
不
正
侵
入
、

情
報
の
漏
え
い
を
防
止
し
ま
す
。

○
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
使
用
や
パ
ス
ワ
ー

ド
な
ど
に
よ
る
操
作
者
、
担
当
者

の
厳
重
な
確
認
。

○
ロ
グ(

使
用
記
録)

の
取
得
お
よ
び

定
期
的
監
査
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
か
ら
行
政
機
関
へ
本
人
確
認

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住

民
票
の
写
し
を
取
り
に
行
っ
た
り
、

証
明
を
受
け
に
行
っ
た
り
す
る
負
担

が
軽
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
行
政
側
で
も
、
常
に
最
新

で
正
確
な
居
住
情
報
、
生
存
情
報
な

ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
年
金
の
過
払
い
防
止
な
ど
、
公

平
で
効
率
的
な
行
政
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「
電
子
政
府
・
電
子
自
治

体
」の
基
盤
と
な
り
ま
す

平
成
13
年
3
月
に
策
定
さ
れ
た

「
e-

J
a
p
a
n
重
点
計
画
」
な
ど

に
よ
り
、
住
民
な
ど
が
行
う
行
政
機

関
へ
の
申
請
・
届
出
の
ほ
ぼ
全
て
を

平
成
15
年
度
ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
は
、
常
に
最
新
で
正
確
な
本

人
確
認
情
報
を
提
供
で
き
る
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、
こ
れ
ら
申
請
・
届
出
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
当
た
っ
て
は
、
必

要
不
可
欠
な
基
盤
と
な
っ
て
き
ま

す
。

◆

住
民
基
本
台
帳
事
務
の
効
率
化

を
図
り
ま
す
。

◆

ご
希
望
に
よ
り
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
発
行
を
致
し
ま
す
。

平
成
15
年
8
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
予
定
の
第
2
次

サ
ー
ビ
ス

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
は
、
万
全
の
個
人
情

報
保
護
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
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第
1
条

こ
の
条
例
は
、
町
政
が

町
民
の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ

の
受
託
者
た
る
町
長
、
助
役
、

収
入
役
、
教
育
長(

以
下
「
町
長

等
」
と
い
う
。)

及
び
町
議
会
議

員(

以
下
「
議
員
」
と
い
う
。)

が

い
や
し
く
も
そ
の
地
位
に
よ
る

影
響
力
を
不
正
に
行
使
し
て
、

自
己
の
利
益
を
図
る
こ
と
の
な

い
よ
う
必
要
な
措
置
を
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
町
政
に
対
す
る

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
と
と
も

に
、
町
民
が
町
政
に
対
す
る
正

し
い
認
識
と
自
覚
を
持
ち
、
も

っ
て
公
正
で
開
か
れ
た
民
主
的

岡
垣
町
政
治
倫
理
条
例
が
平
成
14
年
6
月
1
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
一
層
の
政
治
の
透
明
性
を
図
り
、
公
正
・
公
平
な
町
政
を
め
ざ
し
、
ク
リ
ー
ン
な

町
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
町
長
等
、
町
議
会
議
員
お
よ
び
町
民
の
責
務
を
は
じ
め
、
資
産

等
報
告
書
の
提
出
義
務
や
政
治
倫
理
審
査
会
の
設
置
等
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

こ
こ
に
条
例
の
全
文
を
掲
載
し
ま
す
。

な
町
政
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

第
2
条

町
長
等
及
び
議
員
は
、

町
民
の
信
頼
に
値
す
る
倫
理
性

を
自
覚
し
、
町
民
に
対
し
自
ら

す
す
ん
で
そ
の
高
潔
性
を
明
ら

か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

町
長
等
及
び
議
員
は
、
常
に

町
民
全
体
の
利
益
を
擁
護
し
、

い
や
し
く
も
特
定
の
個
人
、
団

体
の
利
益
を
求
め
て
、
公
共
の

利
益
を
損
な
う
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

3

町
長
等
及
び
議
員
は
、
刑
法

上
の
贈
収
賄
罪
に
該
当
す
る
か

否
か
を
問
わ
ず
、
そ
の
職
務
の

公
正
を
疑
わ
せ
る
よ
う
な
金
品

授
受
等
の
行
為
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

4

町
民
は
、
自
ら
も
町
政
を
担

い
公
共
の
利
益
を
実
現
す
る
自

覚
を
も
ち
、
町
長
等
及
び
議
員

に
対
し
、
そ
の
地
位
に
よ
る
影

響
力
を
不
正
に
行
使
さ
せ
る
よ

う
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
は
な

ら
な
い
。

第
3
条

町
長
等
及
び
議
員
は
、

町
政
に
携
わ
る
責
務
を
深
く
自

覚
し
、
次
に
掲
げ
る
政
治
倫
理

基
準
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

(

1)

町
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て

品
位
と
名
誉
を
損
な
う
よ
う
な

一
切
の
行
為
を
慎
み
、
そ
の
職

務
に
関
し
不
正
の
疑
惑
を
も
た

れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し

な
い
こ
と
。

(

2)

町
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て

常
に
人
格
と
倫
理
の
向
上
に
努

め
、
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
い

か
な
る
報
酬
等
も
授
受
し
な
い

こ
と
。

(

3)

町(

町
が
設
立
し
た
公
社
、

町
が
資
本
金
、
基
本
金
そ
の
他

こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
を
出
資

し
、
又
は
拠
出
し
て
い
る
公
益

法
人
を
含
む
。)

が
行
う
公
共
工

事
、
業
務
委
託
、
物
品
納
入
及

び
使
用
資
材
の
購
入
に
関
し
て

特
定
の
業
者
の
推
薦
又
は
紹
介

を
す
る
な
ど
、
有
利
な
取
り
計

ら
い
を
し
な
い
こ
と
。

(

4)

町
職
員
の
採
用
、
異
動
及
び

昇
格
に
関
し
て
の
推
薦
若
し
く

は
紹
介
を
し
な
い
こ
と
。

(

5)

町
職
員
の
公
正
な
職
務
執
行

を
妨
げ
、
そ
の
権
限
若
し
く
は

目
　
的

政
治
倫
理
基
準
の
遵
守

町
長
等
、
議
員
及
び

町
民
の
責
務
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そ
の
地
位
に
よ
る
影
響
力
を
不

正
に
行
使
す
る
よ
う
働
き
か
け

な
い
こ
と
。

(

6)

町
が
行
う
許
可
、
認
可
又
は

請
負
そ
の
他
の
契
約
に
係
る
企

業
、
団
体
、
事
業
主
か
ら
政
治

活
動
に
関
す
る
寄
付
を
受
け
な

い
こ
と
。
そ
の
後
援
団
体
に
つ

い
て
も
政
治
的
又
は
道
義
的
批

判
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ
る
寄

付
を
受
け
な
い
こ
と
。

2

町
長
等
及
び
議
員
は
、
政
治

倫
理
に
反
す
る
事
実
が
あ
る
と

の
疑
惑
を
も
た
れ
た
と
き
は
、

自
ら
潔
い
態
度
を
も
っ
て
疑
惑

の
解
明
に
当
た
る
と
と
も
に
、

そ
の
責
任
を
明
か
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
4
条

町
長
等
及
び
議
員
の
配

偶
者
、
二
親
等
以
内
の
親
族
、

町
長
等
及
び
議
員
が
役
員
を
し

て
い
る
企
業
並
び
に
町
長
等
及

び
議
員
が
実
質
的
に
経
営
に
携

わ
る
企
業
は
、
地
方
自
治
法
第

92
条
の
2
、
第
1
4
2
条
、
第

1
6
6
条
、
第
1
6
8
条
及
び

第
1
8
0
条
の
5
の
規
定
の
趣

旨
を
尊
重
し
、
町
が
行
う
工
事

等
の
請
負
契
約
、
下
請
工
事
、

業
務
委
託
契
約
及
び
一
般
物
品

納
入
契
約
を
辞
退
し
、
も
っ
て

町
民
に
疑
惑
の
念
を
生
じ
さ
せ

な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

2

前
項
に
規
定
す
る
「
実
質
的

に
経
営
に
携
わ
る
企
業
」
と
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

(

1)

町
長
等
及
び
議
員
が
資
本
金

そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の

の
3
分
の
1
以
上
を
出
資
し
て

い
る
企
業

(

2)

町
長
等
及
び
議
員
が
年
額
3

0
0
万
円
以
上
の
報
酬(

顧
問
料

そ
の
他
の
名
目
を
問
わ
な
い
。)

を
受
領
し
て
い
る
企
業

(

3)

町
長
等
及
び
議
員
が
そ
の
経

営
方
針
に
関
与
し
て
い
る
企
業

3

前
2
項
に
該
当
す
る
町
長
等

及
び
議
員
は
、
町
民
に
疑
惑
の

念
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
、
責

任
を
持
っ
て
関
係
者
又
は
関
係

企
業
の
辞
退
届
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

4

前
項
の
辞
退
届
は
、
町
長
等

及
び
議
員
の
任
期
の
開
始
の
日

か
ら
30
日
以
内
に
、
町
長
等
に

あ
っ
て
は
町
長
に
、
議
員
に
あ

っ
て
は
町
議
会
議
長(

以
下
「
議

長
」
と
い
う
。)

に
提
出
す
る
も

の
と
す
る
。

5

議
員
に
係
る
辞
退
届
に
つ
い

て
は
、
議
長
は
、
そ
の
写
し
を

町
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
5
条

町
長
等
及
び
議
員
は
、

毎
年
1
月
1
日
現
在
の
資
産
、

前
年
1
年
間
の
収
入
贈
与
及
び

税
等
の
納
付
状
況
に
つ
い
て
毎

年
5
月
15
日
か
ら
同
月
31
日
ま

で
に
、
次
条
に
定
め
る
資
産
等

報
告
書
を
町
長
等
に
あ
っ
て
は

町
長
に
、
議
員
に
あ
っ
て
は
議

長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2

前
項
の
資
産
等
報
告
書
の
提

出
に
は
、
提
出
義
務
者
の
配
偶

者
及
び
扶
養
又
は
同
居
の
親
族

(

以
下
「
配
偶
者
等
」
と
い
う
。)

に
係
る
資
産
等
補
充
報
告
書
も

併
せ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

3

資
産
等
報
告
書
及
び
資
産
等

補
充
報
告
書(

以
下
「
資
産
等
報

告
書
等
」
と
い
う
。)

に
は
、
必

要
な
証
明
書
類
を
添
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

4

議
長
は
、
第
1
項
及
び
第
2

項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た

議
員
の
資
産
等
報
告
書
等
を
提

出
期
限
か
ら
10
日
以
内
に
町
長

に
送
付
し
、
町
長
は
、
町
長
等

の
資
産
等
報
告
書
等
と
と
も
に

15
日
以
内
に
、
こ
れ
を
町
民
に

公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
証
明
書
類
は
公
開
の

対
象
と
は
し
な
い
。

5

資
産
等
報
告
書
等
の
公
開
期

間
は
、
公
開
開
始
の
日
か
ら
3

年
間
と
す
る
。

第
6
条

資
産
等
報
告
書
等
に
は
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

1)

資
産

ア
　
土
地

所
在
、
地
目
、
面
積
、

価
額
及
び
取
得
の
時
期

イ
　
建
物

所
在
、
種
類
、
構
造
、

床
面
積
、
価
額
及
び
取
得
の
時

期
ウ
　
不
動
産
に
関
す
る
権
利(

借
地

権
等)

権
利
の
種
類
、
契
約
期

日
及
び
契
約
価
額

エ
　
預
金(

当
座
預
金
及
び
普
通
預

金
を
除
く
。)

、
貯
金(

普
通
貯
金

を
除
く
。)

及
び
郵
便
貯
金(

通
常

郵
便
貯
金
を
除
く
。)

預
入
れ

金
融
機
関
名
、
預
貯
金
の
種
類

及
び
金
額

オ
　
動
産

価
額
が
50
万
円
以
上

の
動
産
の
種
類
、
数
量
、
価
額

資
産
等
報
告
書
の

提
出
義
務

資
産
等
報
告
書
等
の

記
載
事
項

町
の
工
事
等
に

関
す
る
遵
守
事
項
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及
び
取
得
の
時
期
　(

自
動
車
、

船
舶
、
航
空
機
、
書
画
、
骨
董

及
び
美
術
工
芸
品
等
。
た
だ
し
、

生
活
に
通
常
必
要
な
家
具
、
什

器
及
び
衣
類
は
除
く
。)

カ
　
有
価
証
券

公
債
、
社
債
、

株
式
、
出
資
そ
の
他
の
有
価
証

券
の
明
細
、
取
得
時
期
、
価
額
、

額
面
金
額

キ
　
ゴ
ル
フ
会
員
権

ク
ラ
ブ
の

名
称
、
口
数
及
び
時
価
額

ク
　
貸
付
金
及
び
借
入
金

1
件

に
つ
き
50
万
円
以
上
の
貸
付
金

及
び
借
入
金
の
明
細
、
契
約
期

日
及
び
金
額

ケ
　
金
銭
信
託

元
本
の
額

(

2)

収
入
、
贈
与
及
び
も
て
な
し

ア
　
給
与
、
報
酬
、
事
業
所
得
、

配
当
金
、
利
子
、
賃
貸
料
、
謝

礼
金
、
年
金
、
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
収
入
の
出
所
及
び
金

額
イ
　
1
出
所
当
た
り
3
万
円
以
上

の
贈
与
及
び
も
て
な
し(

交
通
、

宿
泊
、
飲
食
、
娯
楽
等)

の
出
所
、

内
容
及
び
金
額
又
は
価
額

(

3)

税
等
の
納
付
状
況

ア
　
所
得
税
及
び
事
業
所
税
の
前

年
分
、
町
県
民
税
、
固
定
資
産

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
自
動

車
税
及
び
軽
自
動
車
税
の
4
月

30
日
現
在
に
お
け
る
前
年
度
分

の
納
付
状
況

イ
　
普
通
地
方
公
共
団
体
に
関
す

る
使
用
料
等
の
4
月
30
日
現
在

に
お
け
る
前
年
度
分
の
納
付
状

況
第
7
条

資
産
等
報
告
書
等
の
審

査
そ
の
他
の
処
理
を
行
う
た
め
、

地
方
自
治
法
第
1
3
8
条
の
4

第
3
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
岡

垣
町
政
治
倫
理
審
査
会(

以
下

「
審
査
会
」
と
い
う
。)

を
置
く
。

2

審
査
会
の
委
員
は
7
名
と
し
、

資
産
等
報
告
書
等
の
審
査
に
関

し
て
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者

及
び
地
方
自
治
法
第
18
条
に
定

め
る
選
挙
権
を
有
す
る
町
民
の

う
ち
か
ら
町
長
が
委
嘱
す
る
。

3

審
査
会
の
委
員
の
任
期
は
2

年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

な
お
委
員
が
欠
け
た
場
合
に
お

け
る
補
欠
委
員
の
任
期
は
、
前

任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。
た

だ
し
、
任
期
が
満
了
し
た
場
合

に
お
い
て
は
、
後
任
の
委
員
が

委
嘱
さ
れ
る
ま
で
そ
の
職
務
を

行
う
。

4

審
査
会
の
会
議
は
、
公
開
す

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
や

む
を
得
ず
非
公
開
と
す
る
と
き

は
、
委
員
の
定
数
の
3
分
の
2

以
上
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。

5

審
査
会
の
委
員
は
、
職
務
上

知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は

な
ら
な
い
。
そ
の
職
を
退
い
た

後
も
同
様
と
す
る
。

第
8
条

審
査
会
は
、
次
に
掲
げ

る
職
務
を
行
う
。

(

1)

資
産
等
報
告
書
等
の
審
査
結

果
を
町
長
に
報
告
す
る
こ
と
。

(

2)

第
11
条
第
2
項
に
規
定
す
る

必
要
な
調
査
、
回
答
及
び
勧
告

を
す
る
こ
と
。

(

3)

説
明
会
に
際
し
、
町
長
の
諮

問
を
受
け
て
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
。

(

4)

そ
の
他
、
こ
の
条
例
に
よ
る

政
治
倫
理
の
確
立
を
図
る
た
め
、

町
長
の
諮
問
を
受
け
た
事
項
に

つ
い
て
調
査
、
答
申
、
勧
告
を

し
、
又
は
建
議
を
す
る
こ
と
。

2

審
査
会
は
、
前
項
の
職
務
を

行
う
た
め
、
関
係
人
か
ら
事
情

聴
取
及
び
資
料
提
供
な
ど
の
必

要
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

第
9
条

議
長
は
、
第
5
条
の
規

定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
議
員
の

資
産
等
報
告
書
等
の
写
し
を
町

長
に
送
付
し
、
町
長
は
、
町
長

等
の
資
産
等
報
告
書
等
の
写
し

と
と
も
に
、
こ
れ
を
毎
年
6
月

15
日
ま
で
に
審
査
会
に
提
出
し
、

審
査
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

2

審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に

よ
り
審
査
を
求
め
ら
れ
た
と
き

は
、
審
査
を
求
め
ら
れ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
意
見
書
を
作
成

し
、
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

3

審
査
会
は
、
資
産
等
報
告
書

等
に
疑
義
が
あ
る
と
き
は
、
提

出
義
務
者
か
ら
の
事
情
聴
取
等

必
要
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

4

町
長
は
、
第
2
項
の
規
定
に

よ
り
提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
う

ち
、
議
員
に
係
る
意
見
書
は
議

長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
10
条

町
長
は
、
前
条
第
2
項

の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
意

見
書
を
提
出
さ
れ
た
日
か
ら
15

日
以
内
に
町
民
に
公
開
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2

意
見
書
の
公
開
期
間
は
、
公

政
治
倫
理
審
査
会
の設

置

資
産
等
報
告
書
等
の審

査

審
査
会
の
職
務

意
見
書
の
公
開
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開
開
始
の
日
か
ら
3
年
間
と
す

る
。

第
11
条

町
民
は
、
次
の
各
号
に

掲
げ
る
理
由
が
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
証
す
る
資
料
又
は
地
方

自
治
法
第
18
条
に
基
づ
く
選
挙

権
を
有
す
る
者
50
名
以
上
の
連

署
を
添
え
て
、
町
長
等
に
係
る

も
の
に
つ
い
て
は
町
長
に
、
議

員
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
議

長
に
調
査
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

(

1)

政
治
倫
理
基
準
に
反
す
る
疑

い
が
あ
る
と
き
。

(

2)

町
の
工
事
等
に
関
す
る
遵
守

事
項
に
疑
い
が
あ
る
と
き
。

(

3)

資
産
等
報
告
書
等
に
疑
義
が

あ
る
と
き
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
り
調
査
の

請
求
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
議

長
は
、
議
員
に
係
る
調
査
請
求

書
及
び
添
付
資
料
の
写
し
を
町

長
に
送
付
し
、
町
長
は
、
町
長

等
又
は
議
員
に
係
る
調
査
請
求

書
及
び
添
付
資
料
の
写
し
を
審

査
会
に
直
ち
に
提
出
し
、
調
査

を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に

よ
り
調
査
を
求
め
ら
れ
た
場
合

に
は
、
請
求
を
受
け
た
日
か
ら

90
日
以
内
に
、
そ
の
調
査
結
果

を
町
長
に
文
書
で
回
答
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

4

議
員
に
係
る
回
答
に
つ
い
て

は
、
町
長
は
そ
の
写
し
を
議
長

に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

町
長
及
び
議
長
は
、
第
3
項

の
規
定
に
よ
る
回
答
が
あ
っ
た

日
か
ら
7
日
以
内
に
、
そ
の
写

し
を
請
求
者
に
送
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
12
条

町
長
は
、
審
査
会
の
意

見
書
に
資
産
等
報
告
書
等
の
提

出
の
遅
滞
、
虚
偽
の
報
告
又
は

調
査
に
協
力
し
な
か
っ
た
等
の

指
摘
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の

旨
を
広
報
で
速
や
か
に
公
表
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
13
条

町
長
等
又
は
議
員
が
、

刑
法(

明
治
40
年
法
律
第
45
号)

第

1
9
7
条
か
ら
第
1
9
7
条
の

4
ま
で
の
各
条
及
び
第
1
9
8

条
に
定
め
る
贈
収
賄
罪(
以
下

「
贈
収
賄
罪
」
と
い
う
。)

の
容
疑

に
よ
る
逮
捕
後
、
な
お
引
き
続

き
そ
の
職
に
と
ど
ま
ろ
う
と
す

る
と
き
は
、
町
長
等
に
あ
っ
て

は
町
長
に
、
議
員
に
あ
っ
て
は

議
長
に
町
民
に
対
す
る
説
明
会

の
開
催
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
、
当
該
町
長
等

又
は
議
員
は
、
説
明
会
に
出
席

し
釈
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
14
条

町
長
等
又
は
議
員
が
前

条
の
有
罪
判
決
の
宣
告
を
受
け
、

そ
の
刑
が
確
定
し
た
と
き
は
、

公
職
選
挙
法(

昭
和
25
年
法
律
第

1
0
0
号)

第
11
条
第
1
項
の
規

定
に
よ
り
失
職
す
る
場
合
を
除

き
、
町
長
等
又
は
議
員
は
、
町

民
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
品

位
と
名
誉
を
守
り
、
町
政
に
対

す
る
町
民
の
信
頼
を
回
復
す
る

た
め
、
辞
職
手
続
を
と
る
も
の

と
す
る
。

第
15
条

こ
の
条
例
の
施
行
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定

め
る
。

岡
垣
町
政
治
倫
理
条
例
第
7
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
政
治
倫
理
審

査
会
の
委
員
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
7
名
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

岡
垣
町
政
治
倫
理
条
例
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
政
策

室
人
事
秘
書
係
へ

井
上
　
智
夫
　(

弁
護
士)

深
田
　
満
子
　(

税
理
士)

福
島
　
　
淳
　(

大
学
教
授)

野
口
　
興
一
郎(

町
民
代
表)

松
井
　
弘
彦
　(

町
民
代
表)

横
山
　
貴
子
　(

町
民
代
表)

太
田
　
信
幸
　(

町
民
代
表)

（
敬
称
略
）

町
民
の
調
査
請
求
権

虚
偽
報
告
等
の
広
報

贈
収
賄
容
疑
に
よ
る

逮
捕
後
の
説
明
会

規
則
へ
の
委
任

贈
収
賄
罪
確
定
後
の措

置



ホ
ッ
ト
な
情
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

岡垣の水はおいしい
水道まつり
晴天に恵まれた6月9日(日)、浄水場で水道ま

つりが行われました。参加者668人と昨年の２

倍の人が訪れた水道まつりでは、恒例の施設見

学や福引き大会、｢遠賀川の水｣｢水道水｣｢地下

水｣の飲み比べなどのほかに、ヨーヨーつりや金魚すくいが行われ、参加したこどもたちは日ごろ

できない遊びを楽しんでいました。

今年は、簡易水道での給水開始40周年という節目の年であり、このようなまつりを通して、子

どもたちが｢水の大切さ｣などを小さいうちから分かってくれればいいなと思いました。

地域ぐるみで防犯
防犯避難訓練･防犯教室
6月4日、吉木小学校で、平成14年度

地域ぐるみの学校安全推進モデル事業

の一環として防犯避難訓練･防犯教室が

行われました。防犯避難訓練では、生

徒たちが教室にいるときに、先生が緊

急放送を行うところから始まり、グラ

ウンドに避難するところまで行われま

した。

また、防犯教室では、警察官が犯人役になり、

児童たちに話しかけるという、とても分かりやす

い実演も行われました。児童たちは楽しさの中に

も真剣みがあり、わかりやすい防犯教室に見入っ

ていました。

広報おかがき　平成14年7月25日号� 10
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交通安全を願って
交通安全功労者表彰
6月28日、大野貞之さん(緑ケ丘)が折尾交通安全協会から交通安全功労者

表彰を受けました。この表彰は大野さんが家業を営むかたわら、小学生や中

学生が通学する朝早い時間に、交通量の多い道路で交通安全活動を行ってい

ることに対するものです。

また、大野さんは祭りやイベントが行われ

る時にも交通安全活動を行っています。この

表彰を受けて大野さんは、｢朝、横断歩道に

立つようになって、6、7年になりますが始め

のうちは私のほうからあいさつをしないとあ

いさつをしてくれなかった子どもたちが、最

近では、子どもたちのほうからあいさつして

くれるのが一番うれしいですね。｣とにこや

かに話してくれました。

み
ん
な
で
人
権
意
識
を
育
も
う
！

人
権
街
頭
啓
発

7月2日(火)、岡垣町教育委員会と岡垣町人権教育推進協議会

では、人権意識を育むために、ハローディ･花咲き商店街･ＪＲ

海老津駅にて街頭啓発を行いました。

福岡県では、7月1日から31日までの1か月間を「同和問題啓

発強調月間」として取り組んでいます。

岡垣町では、人権について正しい認識を持ち、いじめや差別

のない社会とするた

めに、町民一人ひと

りの人権尊重の意識

啓発に努めています。

今後とも、町民の

みなさんと共に、

様々な人権を大切に

する明るいまちにし

ましょう。

日本を学んでほしい
小学校での交流
山田小学校には6月から2か国5人

の児童が通学しています。写真の左

側からソロンゴホルロさん(16歳･モ

ンゴル)、畑中明莉さん(小学校1年

生･アメリカ　ハワイ)、畑中彩実さ

ん(小学4年生･アメリカ　ハワイ)、

窪田莉己さん(小学校2年生アメリカ

サンタモニカ)、窪田真己さん(小学校5年生･アメリカ　サンタモニカ)です。

同じ教室で自分の国とは少し違う勉強の雰囲気を味わっています。

また、ソロンゴさんは、なんと昨年まで『教室の窓から世界をのぞく』で

小学校に来ていたウヤンガさんの妹です。ソロンゴさんは母国での夏休みを

利用して日本に来ているので、8月にはモンゴルに帰ってしまいます。大き

くなり、学校を卒業したら、また日本にきてくれると良いなと思います。
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ひと
づくりまちづくり

7月は青少年の非行問題に取り
組む全国強調月間です！
内閣府では各省庁、関係団体の協力を

得て7月を「青少年の非行問題に取り組む
全国強調月間」と定めています。強調月
間に合わせて町内中学校からいじめ・薬
物乱用などの禁止を呼びかけた非行防止
の標語を募集をしたところ876点もの作
品が寄せられ、その中から8人の標語が選
ばれました。将来の夢に向かって進む意
志、ちょっとした好奇心への注意など中
学生らしい表現となっています。選ばれ
た標語は町の各所に設置され、桃太郎旗
として皆さんに非行防止を呼びかけます。

笑顔で
あいさつ
明るい地域

高植　　咲さん（波津区）
岡垣中学校1年

吸いません
自分の意志は
はっきりと

三角　沙綾香さん（公園通り東区）
岡垣中学校2年

ちょっとだけ
その好奇心が
命とり

権田　芳成さん（吉木区）
岡垣中学校2年

そのことば
しらずに人を
きずつける

山本　静香さん（南山田区）
岡垣中学校3年

夢を持ち
決めた心を
あきらめない

岩丸　愛美さん（東松原区）
岡垣東中学校1年

悩みごと
一人で悩まず
まず相談

江藤　　静さん（百合ヶ丘区）
岡垣東中学校2年

誘惑に
乗るな負けるな
勇気をもって

森岡　卓志さん（旭南区）
岡垣東中学校2年

家族との
会話で防ぐ
子どもの非行

石河　　茜さん（鍋田区）
岡垣東中学校3年
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晴
天
に
恵
ま
れ
た
6
月
9

日
、
南
山
田
区
公
民
館
で
南
山

田
区
第
7
回
芸
能
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
南
山
田
区
芸
能
祭
は
区

民
相
互
の
親
睦
交
流
の
輪
を
広

げ
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し

て
誕
生
し
た
も
の
で
、
今
年
で

第
7
回
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
子
供
会
の
み
な

さ
ん
の
美
し
い
絵
で
飾
ら
れ
た

子
供
み
こ
し
が
鮮
や
か
に
区
内

を
一
周
し
て
機
運
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
安
部
教
育

長
ほ
か
の
来
賓
を
は
じ
め
、
大

勢
の
区
民
で
超
満
員
の
公
民
館

会
場
で
全
員
に
よ
る
童
謡
『
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
』
の
大
合
唱
で
芸

能
祭
は
幕
を
あ
け
、
多
く
の
区

民
の
み
な
さ
ん
の
1
年
間
の
汗

の
結
晶
で
あ
る
素
晴
ら
し
い
演

芸
熱
演
が
続
き
ま
し
た
。

途
中
で
駆
け
つ
け
て
い
た
だ

い
た
樋
高
町
長
の
温
か
い
ご
祝

辞
に
満
場
の
拍
手
で
最
高
潮
と

な
り
、
最
後
に
は
岡
垣
音
頭
の

合
唱
と
踊
り
も
賑
や
か
に
、
お

礼
の
言
葉
･
万
歳
三
唱
の
後
、

恒
例
の
福
引
き
大
会
で
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
み

な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

6月20日の早朝、岡垣町老人クラブ寿会連合会のみなさんが町民総合グラ

ウンドへコスモスの苗を植えました。

会員のみなさんは両手にコスモス苗を抱きながら、一昨日に降った雨のお

かげで程よく湿ったフェンスの根元に｢キレイな花を咲かせてほしい｣と、願

いを込めながら小さな苗を1

本1本丁寧に植えていまし

た。

町民総合グラウンドを利

用する人たちが、フェンス

いっぱいに咲きこぼれるコ

スモスの花に、岡垣町の

「自然にやさしい町づくり」

を感じていただければ非常

にうれしいことであります。

参加する人も読む人もみんな友達。この
コーナーでひとつになって楽しもう。「ど
くしゃの私書箱」は、そんな願いを込め
た読者のページです。�
　楽しかったこと、悲しかったことから
地区の活動まで、また、イラスト・4コマ
まんが・俳句・川柳などの作品もお待ち
しています。�
応募先／〒811-4233岡垣町大字野間
697-1 岡垣町役場地域づくり課・広報「ど
くしゃの私書箱」係�
※応募はがきには「住所・氏名（紙上匿名
も可）・年齢・電話番号」をお忘れなく。�

私

書

箱
�

ど

く

し

の

�

ゃ�

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□�

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□�

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□�

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□�

す
ぐ
飽
き
る
い
く
つ
も
折
り
目
あ
る
文
庫�

末
松
　
　
碧�

貯
金
箱
振
れ
ば
寂
し
い
音
が
す
る�

宇
都
宮
福
夫�

枕
突
い
て
一
人
三
脚
明
日
へ
立
つ�

野
田
　
健
生�

連
休
の
疲
れ
を
貯
め
て
記
時
機
打
つ�

工
藤
　
熊
雄�

見
た
だ
け
で
も
う
い
け
ま
せ
ん
青
魚�

山
本
　
雪
鎧�����

城
山
を
雲
下
り
て
く
る
夏
の
昏
れ�

近
藤
　
笑
香�

炎
天
の
風
ふ
く
沖
縄
慰
霊
の
日�

岸
原
　
邦
代�

み
そ
ぎ
場
の
水
の
糸
ひ
く
蜘
蛛
の
糸�

岩
崎
　
要
子�

十
薬
を
刈
っ
て
参
道
正
し
け
り�

大
村
　
照
子�

物
置
に
乾
く
子
の
も
の
卯
浪
立
つ�

佐
藤
　
昭
子���

往
還
を
行
く
代
掻
機
日
は
西
に�

貞
苅
　
文
枝�

汗
流
す
桶
と
シ
ャ
ワ
ー
の
ハ
ー
モ
ニ
ー�

橋
本
貴
美
子�

ラ
ン
ド
セ
ル
下
ろ
し
た
る
背
の
汗
な
り
し�

竹
ノ
下
静
子�

大
巌
を
鎧
ひ
た
る
苔
清
水
か
な�

杉
山
久
美
子�

安
居
僧
ど
こ
え
も
猫
の
つ
い
て
来
る�

千
々
和
恵
美
子�

自然にやさしい町づくり
～岡垣町老人クラブ寿会連合会が「花いっぱい運動」～

南
山
田
区
第
7
回
芸
能
祭

【原稿と、写真は岡垣町老人クラブ寿会連合会の提供】

【原稿は佐伯一美さん、写真は西嶋次男さんの提供】
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岡
垣
川
柳
会

青
嶺
岡
垣
俳
句
会

木
綿
間
俳
句
会

P
N.

ト
キ

▲
▲

P
N.

水
月
碧
俚

川
　
　
柳

俳
　
　
句
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私は日本と日本の文化についてたくさんのことを学びました。私の日本語力も少し上手になったと思う
けど、いろいろ手伝ってくれて、私の未熟な日本語を理解しようとしてくれた人たちに感謝したいと思い
ます。大人英会話のみなさんと話したりするのも大好きだったし、私がみなさんに教えたことより、みな
さんにいろいろ教えられた気がします。
日本舞踊の先生はいつも辛抱強く教えてくれて、クラスはいつも楽しかったです。アイルランドにいる

家族や友達はサンリーアイ文化祭で着物を着ている私の写真を見て、本当に私だと信じられないそうです。
柔道の練習はいつもチャレンジだったけれど、ほかの生徒たちが大好きで、一緒に過ごせた時間を大事

にしています。柔道のみなさん、たくさん教えてくれてありが
とうございました。アイルランドに帰っても、柔道を続けるこ
と、また、黒帯を着けるときはみなさんがほこりに思うように
一所懸命がんばることを約束します。
この広報がみなさんの手元に届く頃にはアイルランドに帰っ

ていますが、岡垣での生活とたくさんの友達のことを一生忘れ
ません。いつか必ず旅行して戻ってきます。そして、岡垣でで
きた友達もいつかアイルランドに来ることを待っています！

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□�

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□�

梅
雨
深
し
鶏
の
忘
れ
し
刻
の
声�

小
西
き
く
え

島
一
つ
覆
ひ
つ
く
せ
る
新
樹
か
な�

長
畑
田
鶴
子

錆
す
す
む
毘
沙
門
天
の
夏
の
日
矢�

山
中
き
よ
み

大
楠
に
旅
の
荷
を
置
き
茅
の
輪
こ
す�

兒
島
き
よ
子

����

湯
川
山
茜
に
染
ま
り
沈
む
日
に
玄
海
灘

の
波
は
煌
め
く�

皆
田
　
ユ
キ
エ

サ
ポ
ー
タ
ー
の
青
き
人
波
見
て
居
た
り

此
の
平
和
こ
そ
人
類
の
幸�

中
原
　
政
平

腹
の
虫
聞
い
て
い
た
の
か
蛸
煮
つ
け
玄

海
朝
市
買
出
し
の
あ
と�

三
宅
　
敏
夫

��

に
ほ
ひ
す
み
れ
の
紫
の
花
咲
き
つ
ぐ
と

寒
中
見
舞
に
ひ
と
こ
と
添
ふ
る�

岩
崎
　
京
子

凛
と
し
て
山
寺
に
鳴
る
鈴
の
音
に
い
の

ち
洗
わ
る
遍
路
の
旅
に
て�

石
松
　
清
美

水
音
の
し
げ
き
五
塔
の
滝
つ
ぼ
に
身
を

ば
打
た
せ
て
祈
る
人
居
る�

橋
本
　
和
子

宵
闇
の
迫
れ
る
庭
の
樹
の
木
に
ど
く
だ

み
の
花
の
白
く
冴
え
く
る�

西
村
　
光
代

五
月
晴
れ
の
光
の
中
に
さ
や
さ
や
と
木

の
葉
揺
ら
し
て
風
の
過
ぎ
ゆ
く�

石
丸
　
　
勇

と　き　8月10日(土)～8月18日(日)

ところ　岡垣サンリーアイ

問い合わせ　坂本1282－6225、

または麻生1282－6649へ

私たち、岡垣町日本習字支部長会では、
今年、岡垣サンリーアイで「たなばた競書
作品展」を開催いたします。みなさん、ぜ
ひ見に来てください。

習字を楽しみませんか

▲念願の黒帯となったローナさん（写真中央）
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夏
　
霧

川
原
　
方
人

川
敷
に
朝
霧
涌
き
て
萠
え
さ
か
る
草
生
に
鳥
の
聲
あ
わ
た
だ
し

久
び
さ
に
雨
霧
と
れ
し
木
綿
間
嶺
を
越
え
て
真
白
き
飛
行
雲
た
つ

霧
深
き
青
葉
の
町
に
鳩
の
ゐ
て
彼
方
に
啼
け
ば
此
方
に
応
ふ

こ
の
日
ご
ろ
乱
視
す
す
み
て
今
宵
見
る
弦
月
多
弁
の
花
の
ご
と
し
も

川
土
堤
に
若
草
た
て
ば
山
羊
飼
ひ
て
胸
病
め
る
身
を
養
ひ
し
日
憶
ふ

乾
草
の
匂
ふ
野
を
過
ぐ
こ
の
村
に
酪
農
入
れ
し
吾
れ
若
か
り
き

妻
の
た
め
農
捨
て
し
よ
り
五
十
年
プ
ラ
ン
タ
ー
二
つ
青
紫
蘇
繁
る

六
月
の
或
る
夕
餉
ど
き
娘
に
語
る
菜
殻
火
の
こ
と
田
植
唄
の
こ
と

一
般
の
人
の
作
品

青
葉
短
歌
会

岡
垣
乳
垂
俳
句
会

みなさんのこと、一生忘れません
ALTとして岡垣中学校・岡垣東中学校で3年間という長い期間、英語を教えてくれたローナ・リンチさんがアイル

ランドに帰られました。ここにみなさんへのお礼と別れの言葉を掲載します。

ジュニア＆シニア交流キャンプinげんかい
豊かな自然の中で日常の生活から離れ、いろいろな体験を通してジュニアとシ

ニアの交流をしませんか？
と　き 9月21日（土）から9月22日（日）の1泊2日
ところ 少年自然の家「玄海の家」およびその周辺
対象者 ○ジュニア=小学4年生から中学生　○シニア=おおむね50歳以上
参加費 1人=2,500円
申し込み・問い合わせ 8月1日（木）から8月20日（火）の午前10時から午後5時まで
に福岡県立少年自然の家「玄海の家」ジュニア＆シニア交流キャンプinげんかい係
10940－34－6037へ申し込んでください。

短
　
　
歌



町民が創る
文化財展示
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平成12年度から住民参画の文化財展示をめざして「文化財ボ
ランティア」の人たちと協働で文化財展示を行っています。町民
参画のきっかけは毎回いっしょでおもしろくないというアンケー
ト結果と文化財に関わって何かをしたいという人たちが「文化財
ボランティア」を結成したのを機に実施しました。今後とも町民
参画の文化財展示を行っていきます。

出会い�
　ふれあい�
　　学び愛�

生涯学習�
の�

ススメ�

14

文化財ボランティアが会議をもち「企画をたて」、
「調査し」、「準備（パネル等の作成）し」、「運営する」。

11月２日（土）から11月11日（月）まで
テーマは「ちょっと昔の身近な道具」「地域の文化財～手野編～」
開催期間中に「古代体験～勾玉を作ろう！～」を開催します！！

▲平成12年度文化財展示

▲土器を接合して遊ぶ子ども ▲「地域の文化財～吉木・岡城周辺～」

平成14年度文化財展示



第121回�

①チーズ･エスニックピラフ�
②チーズの和えもの・�
　ワサビ風味�

〈①の材料　4人分〉�
○ゴーダチーズ（40㌘）※またはエダム。○冷ご
はん（130㌘）○ソーセージ（４本）○玉ねぎ･ピー
マン･赤ピーマン（各1/2個）○セロリ（１本）�
○にんにくスライス（1/4片）○ローレル（１枚）○
レーズン（20㌘）○くるみ（40㌘）○サラダ油（大
さじ１）○カレー粉･ブイヨン（顆粒）（各小さじ１）
○塩･こしょう（各少々）○揚げ油（適量）�

〈②の材料 4人分〉�
○モッツァレラチーズ（90㌘）○セロリ（1/2本）
○きゅうり（1/2本）○かまぼこ（50㌘）○ラディッ
シュ（２個）○マヨネーズ（30㌘）○ワサビ�
（1/4本）○水（15cc）○かいわれ菜（少々）�

〈②の作り方〉�
①　モッツァレラチーズ･セロリ･きゅうり･かまぼ

こは１㌢角切りにする。�

②　ラディッシュは飾りの切り込みを入れてスラ

イスする。�

③　すりおろしたワサビとマヨネーズに水を加え

やわらかくする。�

④　①・②を③であえる。�

⑤　天盛りにかいわれ菜をのせる。�

〈①の作り方〉�
①　フライパンを熱し、サラダ油を入れてにん

にくをいためる。さいの目切りの玉ねぎ･セロリ･

ピーマン･赤ピーマンを加えてよく炒める。�

②　①にごはんを足して、よくほぐしながらさらに

炒め、顆粒ブイヨンとカレー粉をふり入れて塩･

こしょうで調味する。�

③　さいの目にカットしたゴーダチーズ･くるみ･

レーズンを加えて全体をサッと混ぜ合わせる。�

④　皿に盛り、フライパンで焼いたソーセージ

と油で揚げたローレルを飾る。�

�

岡垣町食生活改善推進会�
（ヘルスメイトの会）�

-チーズを使って- ①家族に人気メニュー②お酒�
のつまみにも�
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精
神
に
障
害
を
も
つ
人
は
精
神
の

病
気
や
そ
の
薬
の
副
作
用
な
ど
の
た

め
に
生
活
す
る
た
め
の
能
力
が
低
下

し
た
り
生
活
の
し
づ
ら
さ
を
も
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
社
会
的
な
不
利

も
多
く
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

ま
で
無
理
解
、
偏
見
な
ど
様
々
な
こ

と
で
、
過
酷
な
環
境
に
も
お
か
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
人
た
ち
に
と
っ
て

地
域
は
ま
だ
ま
だ
住
み
や
す
い
と
は

言
え
な
い
よ
う
で
す
。(

全
入
院
患
者

33
万
人
の
内
、
地
域
の
体
制
が
整
え

ば
退
院
可
能
な
人
は
約
10
万
人
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。)

精
神
の
病
気
は
誰
で
も
お
こ
り
う

る
病
気
で
す
。
精
神
に
障
害
を
も
っ

て
い
る
人
も
治
療
を
続
け
な
が
ら
、

地
域
の
中
で
、
地
域
の
一
員
と
し
て

孤
立
せ
ず
、
そ
の
人
ら
し
い
日
常
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
地
域
で
支
え
て

い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
支
援
の
一
環
と
し
て

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
事
業
の
内
容
は
表
1
を

ご
覧
下
さ
い
。

申
し
込
み
時
に
、
町
の
保
健
師
な

ど
が
本
人
を
訪
問
し
て
生
活
や
体
の

状
況
、
サ
ー
ビ
ス
へ
の
希
望
な
ど
、

詳
し
く
伺
い
ま
す
。
そ
れ
ら
全
体
的

な
状
況
を
よ
く
検
討
し
た
上
で
利
用

の
要
否
を
決
定
し
、
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
利
用
で
き
る
場
合
は
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
回
数
・
時

間
・
援
助
の
内
容
等
な
ど
に
つ
い
て
、

本
人
も
一
緒
に
よ
く
話
し
合
い
、
計

画
を
立
て
ま
す
。

●
精
神
に
障
害
を
も
つ
人
の
地
域
で

の
生
活
と
自
立
を
支
援
す
る
た
め
に

こ
の
事
業
は
、
単
に
生
活
の
し
づ

ら
い
面
を
援
助
す
る
だ
け
で
な
く
、

自
立
や
社
会
復
帰
へ
の
支
援
が
目
的

な
の
で
、
本
人
も
ヘ
ル
パ
ー
と
共
に

少
し
ず
つ
で
も
家
事
の
練
習
を
し
、

も
っ
て
い
る
能
力
を
生
か
せ
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
。
図
1
の
よ
う
に

1
人
で
は
で
き
な
い
が
、
助
言
･
援

助
者
が
い
れ
ば
で
き
る
人
は
多
い
の

で
す
。

ま
だ
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

町
で
は
他
に
も
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
や
手
帳
、

通
院
医
療
費
公
費
負
担
制
度
の
手
続

き
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
に

は
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー(

表
2)

も
あ

り
、
相
談
を
24
時
間
体
制
で
受
け
て

い
ま
す
。

お
聞
き
に
な
り
た
い
事
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て
頂
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
生
活
福
祉
係

保
健
師
　
林
久
美
子

精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
始
め
ま
す
。

精
神
障
害
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
始
め
ま
す
。�
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。
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８
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表１ 岡垣町精神障害者ホームヘルプサービス�

問い合わせ　福祉に関する相談は健康福祉課生活福祉係へ�

費用�

対象者�

申し込み�

サービスの内容�

　精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人、 または精神の障害を理由に障害年金を受け
ている人で、精神の障害のために日常生活に支障があり、その介助を必要とされる在宅の人で、な
おかつ定期的に通院をされたりして、病状が安定している人。 （町内在住者）�

　本人または、その人が属する世帯の生計中心者が申し込みます。��
必要な物　○申込書○印鑑○医師の意見書(役場にあります。)○精神障害者保健福祉手帳、また
は障害年金の証書○一番最近の支払通知書など※｢医師の意見書｣…主治医に渡して書いても
らい、役場に提出して下さい。�

○家事の援助(調理･買い物･洗濯･掃除など)　○身体の介護　○相談や助言��
※必要なサービス内容は状況の調査、本人との話し合いなどにより具体的に決めていきます。�

　世帯の生計中心者の前年所得税課税状況に応じて自己負担があります。��
(１時間当たり0～950円まで。 生活保護または、非課税の人は0円です)

表２　障害者相談センター�
（町内２か所　24時間対応）�

東部障害者相談センター�
1282－5103�
（東山田1‐8‐15　清涼苑内）�

障害者相談センター�
1282－5167�
（公園通り1‐7－1　高倉苑内）�

障害者相談センター連絡先�
（電話・住所）�

対象者�費用�

�

在
宅
の
障
害
者
、そ
の
家
族
な
ど�

無
料�

1997年第3回家族調査（　）�
（財）全国精神障害者家族会連合会発行「ぜんかれん」より�

図1 「助言･手助けする人がいれば、できる」人は多い�

通
院･

服
薬�

が
で
き
る�

適
切
な
食
事�

が
で
き
る�

危
機
対
応�

が
で
き
る�

金
銭
管
理�

が
で
き
る�

規
則
的
生
活�

が
で
き
る�

協
調
的
関
係�

が
で
き
る�

公
共
利
用�

が
で
き
る�
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は　　 づ　き

町 役 場
教育委員会

は 1282 ―1211
ひとにいい

葉月のもよおし・おしらせ葉月のもよおし・おしらせ

URL(ホームページのインターネット上の住所)http://www.town.okagaki.fukuoka.jp
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平成14年度　核兵器廃絶平和宣言の町事業　映画上映会

と　　き 8月2日(金)午後7時から
9時20分(午後6時開場)

と こ ろ 岡垣サンリーアイハミン
グホール

上映映画 ｢スターリングラード｣
※託児所(無料)を用意していま

す。利用される人は、7月29日(月)
までに電話で申し込んでください。

と　　き 8月9日(金)
午後1時30分から3時30分
(午後12時30分開場)

と こ ろ 岡垣サンリーアイハミングホール
上映映画 ｢チロヌップのきつね｣

｢忍たま乱太郎｣

いずれも、入場は無料です。
(整理券等はありません)
問い合わせ　託児(8月2日のみ)の申し込み

企画政策室企画係へ

大人向け映画上映会 子ども向け映画上映会

5
月
10
日
か
ら
6
月
20
日
の
期
間

で
募
集
を
行
い
ま
し
た
「
岡
垣
町
町

制
40
周
年
記
念
事
業
岡
垣
町
イ
メ
ー

ジ
ソ
ン
グ
歌
詞
募
集
」
に
つ
い
て
、

幅
広
い
年
齢
の
方
か
ら
全
58
件
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

全
て
の
作
品
が
、
岡
垣
町
に
対
す

る
想
い
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ
た
作
品

で
あ
り
、
岡
垣
町
町
制
40
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
を
中
心
と
し
て
慎

重
に
選
考
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
発
表
を
楽
し
み
に
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

お
盆
に
川
や
海
な
ど
で
精
霊
流
し

を
す
る
と
腐
っ
て
異
臭
が
し
た
り
、

水
質
が
汚
れ
た
り
、
環
境
に
悪
い
影

響
を
与
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
も
町
内
各
小
学
校

の
駐
車
場
に
精
霊
流
し
会
場
を
設
け

ま
す
の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

と
　
き

8
月
15
日(

木)

午
後
5
時

か
ら
10
時
ま
で

と
こ
ろ

町
内
各
小
学
校
駐
車
場

問
い
合
わ
せ

環
境
共
生
課
へ

8
月
14
日(

水)

･
15
日(

木)

は
、

し
尿
汲
み
取
り
お
よ
び
ゴ
ミ
の
収
集

が
盆
休
み
と
な
り
ま
す
。

し
尿
の
臨
時
汲
み
取
り
を
希
望
す

る
人
は
、
8
月
5
日(

月)

ま
で
に
環

境
共
生
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

○
く
み
取
り
日

8
月
7
日(

水)

か

ら
13
日(

火)

な
お
、
岡
垣
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

ゴ
ミ
の
自
己
搬
入
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

○
自
己
搬
入
受
入
時
間

午
前
8
時

30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

※
た
だ
し
犬
・
猫
な
ど
の
小
動
物
は

午
前
8
時
30
分
か
ら
10
時
30
分
ま
で

龍
王
団
地
1
戸
＝
○
昭
和
48
年
建
築

○
2
階
建
2
K
○
46
･
8
g
○
家
賃

九
千
六
百
円
か
ら

三
吉
団
地
1
戸
＝
○
昭
和
60
年
建
築

○
2
階
建
3
K
○
65
･
7
2
g
○
家

賃
一
万
三
千
九
百
円
か
ら

※
家
賃
は
、
入
居
さ
れ
る
世
帯
の
収

入
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

※
敷
金
は
、
家
賃
の
3
ヶ
月
分

募
集
締
切

8
月
9
日(

金)

入
居
申
込
資
格
主
要
件

①
岡
垣
町
に
3
ヶ
月
以
上
住
ん
で
い

る
人
か
、
岡
垣
町
内
の
事
業
所
に
勤

務
さ
れ
て
い
る
人

②
単
身
で
入
居
で
き
る
人
は
、
満
50

歳
以
上
の
人

③
収
入
基
準
額
を
超
え
な
い
こ
と

④
婚
姻
予
定
に
よ
る
入
居
申
込
は
、

3
ヶ
月
以
内
に
婚
姻
の
届
け
が
で
き

る
こ
と

⑤
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

建
設
課

管
理
建
築
係
へ

岡
垣
町
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
歌
詞
募
集

た
く
さ
ん
の
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

企
画
政
策
室
企
画
係

環
境
美
化
に
ご
協
力
を

精
霊
流
し
会
場
を
設
け
ま
す

環
境
共
生
課

忘
れ
ず
に
、

し
尿
・
ゴ
ミ
収
集
の
盆
休
み

環
境
共
生
課

町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

建
設
課
管
理
建
築
係

平
成
14
年
9
月
1
日
か
ら
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
や
環
境
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
が
一
箇
所
で
受
け
ら
れ
る

保
健
所
、
福
祉
事
務
所
を

ご
利
用
の
皆
様
へ

健
康
福
祉
課

扶養�
親族数�

0人�

所得額（単位：千円）�

以後１人増えるごとに380,000円ずつ増額�

全部支給� 一部支給�

改正前→改正後�改正前→改正後�

458 → 190 1,540→1,920

904 → 570 1,920→2,3001人�

児童扶養手当の所得制限等が
変わります

受給者本人の所得制限限度額が、平成
14年8月から次のとおり変更になります。

また、支給停止となる金額、所得の範囲
及び、控除の種類も変更になります。
問い合わせ
こども未来課または、県児童家庭課
1092‐643‐3259へ

岡垣町は、昭和61年7月に「核兵器廃絶平和宣言」を行い、平成3年から毎年、みんなで平和について考え、平和を願
う機会をもつために、映画上映会などを行ってきました。
今年度は大人向け・子ども向けとそれぞれ名作を取り揃えて2日間に渡って映画上映会を行います。
ご家族、お友達をお誘い合わせの上、ぜひサンリーアイにお越しください。
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よ
う
に
、
遠
賀
保
健
所
と
遠
賀
福
祉

事
務
所
が
統
合
さ
れ
、『
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
』
と
な
り
ま
す
。

所
在
地
は
、
遠
賀
郡
水
巻
町
吉
田

西
2
―

17
―

7(

現
在
の
遠
賀
保
健
所)

で
す
。

な
お
、
現
在
庁
舎
改
築
中(

11
月

末
完
成
予
定)

で
す
の
で
、
完
成
ま

で
の
間
、
福
祉
関
係
事
務
は
従
来
ど

お
り
折
尾
の
合
同
庁
舎
内(

1
6
0

1
―

2
1
2
1)
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
家
庭
児
童
相
談
所
の
相
談
電

話
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な
り
ま

す
。
○
8
月
31
日
ま
で
1
6
0
3-

7
6
9
5
○
9
月
1
日
か
ら
1
2
0

1-

5
0
7
5
へ

全
国
平
均
よ
り
も
高
い
数
値
を
示
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
少
年
に
よ
る

強
盗
、傷
害
事
件
が
増
加
す
る
な
ど
、

凶
悪
、
粗
暴
化
が
顕
著
で
あ
り
、
凶

悪
事
件
に
発
展
し
や
す
い
ひ
っ
た
く

り
も
増
加
傾
向
に
あ
る
と
と
も
に
、

シ
ン
ナ
ー
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
乱
用

が
中
・
高
校
生
に
拡
大
す
る
な
ど
、

憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

住
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
少

年
非
行
の
実
態
を
認
識
し
て
、
地
域

環
境
の
浄
化
に
心
が
け
る
と
と
も

に
、
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
を

し
た
少
年
の
立
ち
直
り
を
温
か
い
目

で
見
守
り
つ
つ
、
援
助
の
手
を
さ
し

の
べ
、
明
る
い
社
会
を
作
り
ま
し
ょ

う
。現

在
、
中
央
公
民
館
の
サ
イ
レ
ン

で
正
午
と
午
後
5
時
を
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。
8
月
1
日
か
ら
、
サ
イ

レ
ン
の
代
わ
り
に
吉
木
小
学
校
か
ら

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
チ
ャ
イ
ム
で
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
火
災
時
の
非
常
用
サ
イ
レ

ン
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

中
央
公
民
館
の
サ
イ
レ
ン
を
使
用
し

ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
と
　
対
話
が
築
く

明
る
い
社
会
」、
7
月
は
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」強
調
月
間
で
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪

や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

福
岡
県
警
察
本
部
の
統
計
資
料
に

よ
る
と
、
平
成
13
年
に
県
下
で
補
導

さ
れ
た
少
年
は
九
千
百
五
十
七
人

で
、
う
ち
刑
法
犯
少
年
は
八
千
二
百

三
十
九
人
と
大
阪
、
東
京
、
神
奈
川
、

兵
庫
に
次
い
で
第
5
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
10
歳
か
ら
19
歳
ま
で

の
少
年
人
口
千
人
当
た
り
に
占
め
る

刑
法
犯
少
年
の
割
合
は
14
・
4
人
で

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の

積
極
的
な
推
進
を

遠
賀
保
護
区
保
護
司
会

サ
イ
レ
ン
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

チ
ャ
イ
ム
へ(

中
部
地
域)

総
務
課

毎
年
大
人
気
の
魚
の
つ
か
み
と
り

大
会
を
今
年
も
行
い
ま
す
。

波
津
の
海
辺
で
い
ろ
ん
な
魚
を
つ
か

み
と
ろ
う
。

子
ど
も
た
ち
集
れ
！

魚
つ
か
み
と
り
大
会

波
津
海
水
浴
場
組
合

平
成
14
年
度

福
岡
県
介
護
支

援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験

が
行
わ
れ
ま
す
。

と
　
き

10
月
27
日(

日)

と
こ
ろ

○
第
一
経
済
大
学(

太
宰

府
市
五
条
3
丁
目
11
番
25
号)

○
北

九
州
市
立
大
学(
北
九
州
市
小
倉
南

区
北
方
4
丁
目
2
番
1
号)

受
験
申
込
書
の
配
布
時
期

8
月
5

日(

月)

か
ら
8
月
30
日(

金)

※
受
験
申
込
書
は
、
各
保
健
所(
支

所)

、
北
九
州
市
･
福
岡
市
の
各
区

役
所
、
大
牟
田
市
役
所
、
情
報
プ
ラ

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験
の
お
知
ら
せ

福
岡
県
保
健
福
祉
部
介
護
保
険
室

診療科目� 診療日� ところ�

8月14日（水）

��

8月13日（火）�

8月14日（水）�

8月15日（木）�

�

歯科10時～17時
※事前に連絡が必
要です。�

～お盆休み中の急病は～�

遠賀・中間休日急病センター��
（水巻町下二西576）1201－9999

三浦歯科医院��
（岡垣町高陽台1－12－5）1282－4848

田中歯科医院��
（中間市通谷４－１－１）1244－9063

永井歯科医院��
（芦屋町船頭町7－9）1222－2828

内科･小児科�
9時～17時�

平成14年8月1日から福岡県屋外広告物条例が改正されます。
今回の条例改正により大幅に緩和され、今までは照明が伴えば面積が1g以内でも屋外広告
物許可申請が必要でしたが、改正後は照明が伴っても面積が15g以内なら屋外広告物許可申
請は必要ありません。
手数料については、現行どおりとします。

【主な改正】

問い合わせ 建設課都市計画係へ

許可期間�

照明を伴うもの�

自家用広告物� 新（改正）�

15g以内は許可申請の必要なし�

3年間�

旧（現行）�

1g以内でも許可申請が必要�

1年間�

水道メーターは
8年ごとに取り替
えなければなりま
せん。町からの請
負業者が取り替え
に伺いますので、
協力をよろしくお
願いします。
（メーター器取り替え業者は町発行の証明書
を携帯しています。）
取り替え期間 8月5日（月）から

10月31日（木）まで
取り替え地区 西山田、東山田、新海老津、

山田峠、南高陽、公園通東
※その他の地区についても期限切れメータ
ーとなる家庭については取り替えの対象と
なります。

問い合わせ　水道課工務係へ

水道メータ―を取り替えます

中 央 公 民 館 1282 ― 0162
東 部 公 民 館 1282 ― 0035
西 部 公 民 館 1282 ― 7476
岡垣在宅介護支援センター 1282 ― 5167
岡垣東部在宅支援センター 1282 ― 5103

町 民 武 道 館 1282 ― 6111
いこいの里・社会福祉協議会 1283 ― 2940
岡垣 1282 ― 1515
シルバー人材センター 1282 ― 4688
いこいの里在宅介護支援センター 1283 ― 0033

と
　
き

8
月
4
日(

日)

午
後
1
時

か
ら

と
こ
ろ

波
津
海
水
浴
場
休
憩
所
　
　

対
　
象

幼
児
お
よ
び
小
学
生

※
整
理
券
を
波
津
海
水
浴
場
休
憩
所

に
て
お
配
り
し
ま
す
。

※
枚
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

波
津
海
水
浴
場
休
憩
所

1
2
8
2
―

9
1
4
6

波
津
海
水
浴
場
組
合
長(

大
福
荘)

1
2
8
2
―

1
1
8
8
へ

福岡県屋外広告物条例が改正されます
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ザ(

イ
ム
ズ
7
階)

、
ア
ク
ロ
ス
福
岡

で
配
布
さ
れ
ま
す
。

申
込
期
間

8
月
5
日(

月)

か
ら
8

月
30
日(

金)

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
保
健
福
祉
部

介
護
保
険
室
1
0
9
2
―

6
4
3
―

3
3
2
2
へ

目
の
不
自
由
な
人
へ
の
理
解
を
深

め
、
情
報
を
提
供
す
る
た
め
の
朗
読

(

音
訳)

の
理
論
と
実
際
の
講
習
を
行

い
ま
す
。
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
　
き

9
月
4
日(

水)

か
ら
11
月

21
日(

木)

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
か

ら
午
後
12
時
30
分(

計
12
回)

と
こ
ろ

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修

室(

春
日
市)

対
　
象

朗
読
･
音
訳
経
験
の
な
い

18
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
人

定
　
員

30
人

受
講
料

無
料

申
込
締
切

8
月
24
日(

土)

た
だ
し

定
員
に
な
り
次
第
締
切
。

申
込
方
法

郵
便
番
号
･
住
所
･
氏

名
･
電
話
番
号
･
生
年
月
日
･
職
業

を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
F
A

X
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

福
岡
点

字
図
書
館
1
0
9
2
―

5
8
4
―

3

5
9
0

F
A
X
0
9
2
―

5
8
4

―

1
1
0
1

平
成
14
年
度
福
岡
県
朗
読(

音
訳)

奉
仕
員
養
成
講
習
会
が
あ
り
ま
す
。

健
康
福
祉
課

本
校
で
は
、
子
ど
も
の
言
語
面
や

行
動
面
な
ど
に
悩
み
を
持
っ
て
い
る

保
護
者
の
人
を
対
象
に
早
期
教
育
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
養
育
上
、

気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
遠

慮
な
く
相
談
下
さ
い
。

対
　
象

修
学
前
の
乳
幼
児
と
保
護

者
、
関
係
機
関
の
職
員

相
談
日

毎
週
水
･
木
曜
日
　
午
後

1
時
30
分
か
ら
2
時
30
分

受
　
付

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
※
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

福
岡
県

立
北
筑
前
養
護
学
校
1
0
9
2
―

9

4
3
―

8
6
7
4
へ

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
相
談
く

だ
さ
い
。(

面
接
相
談
の
場
合
は
、

事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。)

○
相
談
受
付
時
間
　
午
前
8
時
30
分

か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で(

土
、
日
、

祝
日
を
除
く)

○
犯
罪
被
害
者
相
談
電
話
「
ミ
ズ
・

リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」
1
0
9
2
―

6
3
2
―

7
8
3
0

○
犯
罪
被
害
者
相
談
コ
ー
ナ
ー
　
福

岡
県
警
察
本
部
1
階
警
察
安
全
相
談

課
内(

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番

7
号)

槌
屋
は
岡
垣
町
企
業
誘
致
条
例

(

前
工
場
誘
致
条
例)

に
よ
り
工
場
を

建
て
た
会
社
で
す
。
こ
の
た
び
工
場

規
模
拡
大
の
た
め
若
干
名
の
募
集
を

し
ま
す
。

資
　
格

大
学
卒
※
25
歳
か
ら
35
歳

ま
で

申
し
込
み

8
月
2
日(

金)

ま
で
に

履
歴
書
送
付

問
い
合
わ
せ

槌
屋(

糠
塚
6
3
―

1)

1
2
8
2
―

5
8
1
1
へ

福
岡
県
内
の
各
労
働
福
祉
事
務
所

で
は
、
育
児
な
ど
を
理
由
と
し
て
退

職
し
た
人(

育
児
等
退
職
者)

の
再
就

職
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に

合
っ
た
再
就
職
活
動
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
、
就
業
相
談
や
情
報
提
供
を

早
期
教
育
相
談
の
ご
案
内

福
岡
県
立
北
筑
前
養
護
学
校

警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
に
あ
わ

れ
た
人
の
心
の
ケ
ア
を
行
う
た
め
の

相
談
電
話
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

「
被
害
に
遭
い
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。」「
被

害
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
怖
く
て

た
ま
ら
な
い
。」
そ
ん
な
辛
さ
に
、

一
人
で
立
ち
向
か
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

「
ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」

で
は
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の

女
性
相
談
員
が
、
あ
な
た
の
心
の
回

復
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ま
た
、
あ

な
た
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

相
談
電
話
の
ほ
か
に
も
、
犯
罪
被

害
者
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
の
面
接
相
談

犯
罪
被
害
者
の
心
の
ケ
ア

ミ
ズ
・
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン

福
岡
県
警
察
本
部

正
社
員
を
中
途
募
集
し
ま
す

槌
屋
福
岡
工
場

再
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
・

即
戦
力
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

健
康
福
祉
課

○岡垣町指定給水装置工事事業者
（平成14年1月～6月現在までの追加分）
92 高崎設備株式会社

北九州市戸畑区千防1丁目4番33号 093－882－1375
93 総合洗管株式会社

北九州市小倉北区下富野2丁目10番16号 093－511－6591
94 ハマヨシ商会

北九州市八幡西区穴生3丁目4－28 093－641－7878
95 有限会社　エス・アイ・エス

北九州市若松区高須東1丁目3番13号 093－601－8089
96 島田設備

宗像市大字大井1259－19 0940－36－6272
97 有限会社　アイオイ設備

北九州市八幡西区南王子町7－20 093－641－7614
98 有限会社　ワキサカ総合設備

中間市太賀4丁目1番13号 093－244－3140
99 有限会社　重広ホーム冷暖

遠賀郡遠賀町広渡1992－2 093－293－4735

◎お願い
※水道工事は、必ず岡垣町指定給水装置工事事業者（上水道指定工
事店）に依頼してください。この指定業者以外の業者は、水道工事
を行うことはできません。
※転出や使用者の変更をするときは、必ず水道課に届出をしてくだ
さい。（電話受付も行っています。）
※水道メーターは、いつでも検針できるようにしておいてください。

○岡垣町指定給水装置工事事業者指定取消･岡垣町下水道排水設備指
定工事店指定取消について
申請者名　有限会社　永山水道工事店 代表取締役　永山美和子

（株）

（株）

（株）
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中 央 公 民 館 1282 ― 0162
東 部 公 民 館 1282 ― 0035
西 部 公 民 館 1282 ― 7476
岡垣在宅介護支援センター 1282 ― 5167
岡垣東部在宅支援センター 1282 ― 5103

町 民 武 道 館 1282 ― 6111
いこいの里・社会福祉協議会 1283 ― 2940
岡垣 1282 ― 1515
シルバー人材センター 1282 ― 4688
いこいの里在宅介護支援センター 1283 ― 0033

19

地
域
音
楽
家
の
み
な
さ
ん
に
発
表

の
場
を
提
供
し
、
音
楽
の
ま
ち
づ
く

り
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

と
　
き

8
月
9
日(

金)

午
後
6
時

30
分
か
ら
7
時
ま
で

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
特

設
会
場

出
演
者

松
本
え
り
子(

ピ
ア
ノ)

曲
　
目

ラ
ベ
ル
作
曲「
水
の
戯
れ
」

他※
出
演
者
募
集
中
！
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト

「
ス
ー
パ
ー
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
2
」

ハ
ン
カ
チ
や
カ
ー
ド
を
使
っ
た
マ

ジ
ッ
ク
か
ら
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
ま

で
、
6
人
の
マ
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
が
本

格
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
み
な
さ
ん
を

驚
か
せ
ま
す
。

と
　
き

8
月
18
日(

日)

○
開
場
＝

午
後
2
時
30
分
○
開
演
＝
午
後
3
時

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル(

全
席

自
由)

料
　
金

○
一
般
＝
二
千
円
○
中
学

生
以
下
＝
千
五
百
円

※
当
日
は
三
百
円
増
し
。

夏
休
み
特
別
公
開
講
座
「
わ
く
わ
く

パ
ソ
コ
ン
〜
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座

〜
」親

子
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
・
検
索
、
フ
ァ
イ
ル
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
、
ネ
ッ
ト
上
の
イ
ラ
ス
ト
の

利
用
法
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

と
　
き

8
月
25
日(

日)

①
午
前
10

時
か
ら
正
午
ま
で
②
午
後
1
時
30
分

か
ら
3
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

パ
ソ
コ
ン
室

講
　
師

A
Z
パ
ソ
コ
ン
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
塚
本
直
子

受
講
料

千
円

教
材
費

三
百
円

定
　
員

各
20
人

締
　
切

8
月
18
日(

日)

※
大
人
一
人
で
の
参
加
も
で
き
ま

す
。
小
学
校
低
学
年
は
、
保
護
者
同

伴
の
こ
と
。

夏
休
み
工
作
教
室

簡
単
に
で
き
る
工
作
を
行
な
い
ま

す
。

と
　
き

8
月
20
日(

火)

午
前
10
時

か
ら
正
午
ま
で

と
こ
ろ

2
0
5
会
議
室

定
　
員

15
人

対
　
象

小
学
1
年
生
か
ら
3
年
生

つ
く
る
も
の
「
ジ
ャ
ン
プ
が
え
る
」

「
ウ
キ
ウ
キ
ふ
う
せ
ん
」

持
っ
て
く
る
も
の

紙
コ
ッ
プ
2

個
、
折
れ
曲
が
る
ス
ト
ロ
ー
1
本
、

は
さ
み
、
水
性
の
色
ペ
ン
、
色
え
ん

ぴ
つ

参
加
費

無
料

申
し
込
み
方
法

8
月
18
日(

日)

ま

で
に
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
1
2
8
2

―

5
5
6
6
へ

行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
、

「
再
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」「
即

戦
力
セ
ミ
ナ
ー
」
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

○
再
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

と
　
き

8
月
22
日
か
ら
23
日(

2

日
間)

午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
4

時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

北
九
州
市
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ム
ー
ブ
」
※
他
の
日

時
・
場
所
も
あ
り
ま
す
。
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

内
　
容

求
職
成
功
術(
履
歴
書
の

書
き
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー)
な
ど

受
講
料

無
料(

テ
キ
ス
ト
代
の
千

二
百
円
は
自
己
負
担)

申
込
締
切

8
月
8
日(

火)

申
し
込
み
･
問
い
合
わ
せ

福
岡
県

北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所
1
5
7
1

―

6
4
4
0
へ

○
即
戦
力
セ
ミ
ナ
ー

と
　
き

9
月
6
日
か
ら
27
日(

内

10
日
間)

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時

ま
で

と
こ
ろ

サ
ン
ワ
ー
ク
ゆ
く
は
し

(

行
橋
市)

※
他
の
日
時
・
場
所
も
あ

り
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

内
　
容

3
級
販
売
士
講
座
お
よ
び

実
務

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
の

一
万
円
は
自
己
負
担
）

申
込
締
切

8
月
9
日(

金)

申
し
込
み

福
岡
県
北
九
州
労
働
福

祉
事
務
所
1
5
7
1
―

6
4
4
0
へ

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
女
性
総
合
セ

ン
タ
ー
「
あ
す
ば
る
」
1
0
9
2
―

5
8
4
―

1
2
6
1
へ

岡垣�

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト�

サ
ン
リ
ー
ア
イ
文
化
講
座�

受
講
生
募
集�

問
い
合
わ
せ�

岡
垣�

　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し

て
ご
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。厚
く

お
礼
を
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。�

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ�

○
菟
田
　
秀
幸
　
様 

(

上
高
倉)�

故
　
菟
田
　
ツ
ル
　
様
　
98
歳�

○
佐
藤
　
正
明
　
様
　 (

西
高
陽)�

故
　
佐
藤
　
一
雄
　
様
　
85
歳�

○
麻
生
　
芳
行
　
様 

(

福
岡
市)�

故
　
神
谷
　
巴
　
様
　
82
歳�

○
大
村
ま
り
子
　
様
　 (

吉
　
木)�

故
　
大
村
　
正
則
　
様
　
53
歳�

○
中
村
　
幸
生
　
様 

(

海
老
津)�

故
　
中
村
シ
ズ
ヨ
　
様
　
74
歳�

○
吉
浦
　
好
美
　
様
　 (

南
山
田)�

故
　
吉
浦
　
政
治
　
様
　
59
歳�

○
石
田
治
三
郎
　
様
　 (

戸
　
切)�

故
　
石
田
　
延
雄
　
様
　
82
歳�

○
井
村
　
晴
代
　
様 

(

南
山
田)�

故
　
井
村
　
博
光
　
様
　
69
歳�

○
山
中
　
保
幸
　
様
　 (

東
松
原)�

故
　
山
中
キ
ク
エ
　
様
　
83
歳�

○
千
登
勢
エ
ミ
子
　
様(

吉
　
木)�

故
　
千
登
勢
義
孝
　
様
　
69
歳�

○
中
村
　
明
枝
　
様
　(

波
　
津)�

故
　
中
村
　
正
信
　
様
　
69
歳�

○
津
田
　
安
子
　
様 

(

戸
　
切)�

故
　
津
田
　
健
五
　
様
　
72
歳�

○
小
島
　
芳
枝
　
様
　(

南
高
陽)�

故
　
小
島
　
悟
朗
　
様
　
82
歳�

○
田
中
ヒ
サ
子
　
様
　(

野
間
二)�

故
　
田
中
　
安
次
　
様
　
84
歳�

○
石
田
　
次
雄
　
様
　(

東
黒
山)�

故
　
石
田
　
豊
子
　
様
　
90
歳�

�

▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ�

○
菟
田
　
秀
幸
様�

○
中
村
　
明
枝
様�

○
津
田
　
安
子
様�

○
石
田
　
次
雄
様�

　
　
　(

6
月
30
日
受
付
分
ま
で)
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1�
（木）�

2�
（金）�

4�
（日）�

6�
（火）�

11�
（日）�

12�
（月）�

13�
（火）�

14�
（水）�

16�
（金）�

15�
（木）�

17�
（土）�

3�
（土）�

9�
（金）�

10�
（土）�

5�
（月）�

7�
（水）�

8�
（木）�

日�

小
　 

型 

　
車
�

大
　
　
型
　
　
車
�

小
　 

型 

　
車
�

人
　
頭
　
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
）
�

従
　
量
　
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
）
�

大
　
　
型
　
　
車
�

8
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
�

駅前ギャラリー�
８月上旬��
……『愛陶会作陶展』��
８月下旬��
……『辻　恭子展』�

◎
４
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
13:

15
受
付
�

◎
７
か
月
児
健
診(

い
こ
い
の
里)

13:

15
〜
13:

30
受
付
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

新
舞
踊
翼
流(

翼
し
げ
る)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

◎
夏
ま
つ
り
『
花
火
大
会
』(

波
津
漁
港)

納
涼
イ
ベ
ン
ト
＝
18:

30
〜
　
花
火
大
会
＝
20:

00
〜
�

◎
剣
道
連
盟
･
昇
級
審
査
会
及
び
中
学
生
試
合(

町
民
武
道
館)

8:

30
〜
12:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

冨
久
美
新
舞
踊(

冨
久
美
あ
や
子)｣(

い
こ
い
の
里)
12:
00
〜
13:

00
�

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜
�

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
･
秋
季
大
会
運
営
委
員
会
及
び
抽
選
会(

町
民
武
道
館)

19:

30
〜
21:

30
�

� ◎
健
康
相
談(

い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:

00
�

◎
子
育
て
相
談(

い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

新
舞
踊
末
広
会(

吹
雪
さ
く
ら)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

◎
３
歳
児
健
診(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
13:

20
受
付
�

◎
平
和
事
業
･
子
ど
も
向
け
映
画
上
映
会｢

チ
ロ
ヌ
ッ
プ
の
き
つ
ね｣｢

忍
た
ま
乱
太
郎｣�

　(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

13:

30
〜
15:

30
　
開
場
＝
12:

30
�

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト｢

松
本
え
り
子(

ピ
ア
ノ)｣(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18:
30
〜
19:

00
�

� ◎
第
43
回
遠
賀
郡
民
体
育
大
会(

除
水
泳)�

　(

岡
垣
中
学
校･
吉
木
小
学
校･

サ
ン
リ
ー
ア
イ･

相
撲
場･

弓
道
場)

9:

00
〜
17:

00
�

◎
〜
民
話
の
劇
と
か
た
り
〜
第
４
回
岡
垣
ふ
る
さ
と
物
語
�

　(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)
開
場
＝
13:

30
 
開
演
＝
14:

00
�

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜
�

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付
�

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜
�

◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付
�

◎
い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト｢

小
林
音
楽
教
室(

ピ
ア
ノ)｣(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

18:

30
〜
19:

00
�

《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
》
�

◎
精
霊
流
し(

各
小
学
校
駐
車
場)

17:

00
〜
22:

00
�

�◎
〜
９
月
30
日
、
《
西
部
公
民
館
休
館
》
�

◎
第
７
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド)

17:

30
〜
20:

30
�

� ◎
〜
９
日
、
剣
道
連
盟
･
暑
稽
古(
町
民
武
道
館)

6:

30
〜
8:

30
�

◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室｢

申
込
制｣(
い
こ
い
の
里)

9:

30
〜
14:

00
�

◎
健
康
相
談(

東
部
公
民
館)

10:

00
〜
11:

30
�

◎
柔
道
連
盟
･
町
内
学
年
別
大
会(

町
民
武
道
館)
18:

00
〜
20:

00
�

◎
青
少
年
の
主
張
大
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

13:
00
〜
16:

00
�

◎
平
和
事
業
･
大
人
向
け
映
画
上
映
会｢

ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド｣�

(
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

19:

00
〜
21:

20
　
開
場
＝
18:

00
�

12456781114151617182021242529 2731 1012192223262830 913 3

三
吉
、吉
木�

戸
切
百
合
野
、戸
切
白
谷
、上
海
老
津
、東
海
老

津
、新
海
老
津（
星
ヶ
丘
）、海
老
津�

高
塚
、吉
木(

倉
丸)

、塚
原�

戸
切
、戸
切
百
合
野�

新
松
原
、三
吉
、手
野�

波
津
、原
、内
浦
、手
野
、新
松
原
、吉
木
、�

元
松
原�

西
黒
山
、 

東
黒
山
、糠
塚
、西
山
田
、東
山
田
、�

緑
ヶ
丘
、百
合
ヶ
丘
、野
間
一�

三
吉
団
地�

西
山
田
、南
山
田（
富
士
団
地
）、茅
原
、高
陽
、

新
海
老
津
、東
海
老
津
、野
間
一
、野
間
ニ
　
　�

吉
木
、高
倉
、上
高
倉
、海
老
津
、新
海
老
津
、�

上
畑
、野
間
三
、野
間
四�

月
２
回
汲
取
り�

湯
川
、波
津
、原
、内
浦�

内
浦
、手
野
、新
松
原
、三
吉
、吉
木
、

元
松
原
、西
黒
山
、東
黒
山
、糠
塚�

月
２
回
汲
取
り�

吉
木
、高
塚
、高
倉
、上
高
倉
、�

新
海
老
津
、海
老
津
、上
畑�

東
山
田
、高
陽
、東
松
原
、戸
切
白

谷
、戸
切
、海
老
津
、野
間(

全
区)

吉
木
、高
塚
、元
松
原
、西
黒
山�

内
浦�

野
間
三(

高
倉
団
地
、西
鉄
団
地)

、戸
切
、戸
切

百
合
野
、戸
切
白
谷�

手
野�

糠
塚 

、山
田
、東
松
原
、高
陽
、百
合
ケ
丘
、鍋

田
、東
高
陽
、南
高
陽
、西
高
陽
、上
海
老
津
、東

海
老
津
、海
老
津
、新
海
老
津�

新
松
原
、三
吉�

三
吉�

吉
木
、塚
原�

海
老
津�

手
野
、新
松
原
、西
黒
山
、東
黒
山
、糠
塚�

吉
木
、高
倉
、山
田
峠
、東
山
田
、芽
原
、�

東
松
原�

月
２
回
汲
取
り
A
、原
、内
浦
、手
野�

月
２
回
汲
取
り
B

三
吉
、吉
木�

吉
木
、高
塚
、野
間
全
区�

波
津
、原�

吉
木
、高
倉
、上
高
倉�

緑
ヶ
丘
、西
山
田
、戸
切
百
合
野
、�

野
間（
全
区
）、海
老
津
、旭
台�

吉
木
、高
塚�

上
高
倉
、上
畑
、海
老
津�

茅
原
、新
海
老
津（
星
ヶ
丘
）、海
老
津
、野
間
四�

湯
川
、波
津
、内
浦�

月
２
回
汲
取
り
A
、Ｂ
�

月
２
回
汲
取
り
C

月
２
回
汲
取
り
A

月
２
回
汲
取
り
B

戸
切
、戸
切
百
合
野�

原
、新
松
原
、三
吉
、元
松
原�

内
浦
、手
野
、西
黒
山�

手
野
、新
松
原
、東
黒
山
、東
山
田
、

海
老
津
、新
海
老
津
、上
畑�

内
浦
、高
倉
、西
黒
山
、東
黒
山
、糠

塚
、海
老
津
、新
海
老
津
、野
間(

全

区) 白
谷
、戸
切
、海
老
津
、�

上
海
老
津�

高
倉
、上
高
倉
、高
塚
、糠
塚�

高
倉
、吉
木
、元
松
原�

吉
木�

月
２
回
汲
取
り
A

月
２
回
汲
取
り
B

月
２
回
汲
取
り
C
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☆8月の納期�
●国民年金保険料……………………8月分�

●保育料………………………………8月分�

●町営住宅家賃………………………8月分�

☆各種相談�
●心配ごと相談……�
　９日(金)｢いこいの里｣･16日(金)�
　｢東部公民館｣･23日(金)｢いこいの里｣、�
　13:30～16:00  �
●法律相談�
　９日(金)･23日(金)｢いこいの里｣、�
　13:30～16:30※電話予約が必要です。�
　1２８３－２９４０へ �
●行政相談�
　９日(金)･23日(金)｢いこいの里｣、�
　13:30～16:00　　�
●教育電話相談（教育委員会内）�
　1２８２－４８８４《毎週月・水・金曜日》�

税
の
標
語
�
税
金
は
　
あ
な
た
の
町
を
　
つ
く
っ
て
る
　
　
仁
科
　
亜
由
美
�

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
15
回
お
ん
が
自
動
車
学
校
杯｢

１
日
目｣

�

　(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
･
松
ケ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド)

8:

00
〜
17:

00
�

◎
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会(

水
泳)(

福
岡
県
立
総
合
プ
ー
ル)

9:

00
〜
14:

00
�

◎
登
山
連
盟
･
登
山
連
盟
夏
季
計
画
会
議(

東
部
公
民
館)

9:

00
〜
15:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

大
正
琴(

森
ん
子
の
会)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜
�

◎
夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト｢

ス
ー
パ
ー
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
２｣(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)�

　
開
場
＝
14:

30
 
開
演
＝
15:

00
�

�◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(
こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付
�

◎
健
康
相
談
･
栄
養
相
談(

い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:

00
�

◎
子
育
て
相
談(

い
こ
い
の
里)

10:
00
〜
11:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢
藤
丘
新
舞
踊(

藤
丘
竜
聖)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

�◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
･
秋
季
大
会｢

１
日
目｣(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド)
8:

00
〜
17:

00
�

◎
少
年
軟
式
野
球
連
盟
･
第
15
回
お
ん
が
自
動
車
学
校
杯｢

２
日
目｣�

　(

松
ヶ
台
グ
ラ
ウ
ン
ド)

8:

00
〜
17:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

舞
踊
春
日
流(

春
日
寿
岬
駒)｣(

い
こ
い
の
里)
12:

00
〜
13:

00
�

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜
�

�◎
母
子
健
康
手
帳
交
付(

こ
ど
も
未
来
課
窓
口)

9:

00
〜
9:

20
受
付
�

◎
に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ｢

予
約
制｣(

中
央
公
民
館)

10:

00
〜
12:

30
�

◎
こ
ど
も
の
発
達
相
談｢

予
約
制｣(

い
こ
い
の
里)

9:

00
〜
12:

30
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

舞
踊
笠
西
会(

笠
ひ
と
み)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

◎
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査(

い
こ
い
の
里)

13:

30
〜
13:

50
受
付
�

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
･
月
例
会(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ)

10:

00
〜
12:

00
�

◎
Ｂ
Ｃ
Ｇ(

い
こ
い
の
里)

13:

30
〜
13:

50
受
付
�

◎
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
教
室｢
申
込
制｣(

い
こ
い
の
里)

9:

30
〜
14:

00
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

カ
ラ
オ
ケ(

翠
星
会
歌
謡
教
室)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00�
�

◎
お
も
ち
ゃ
図
書
館(

い
こ
い
の
里)

13:

00
〜
16:

00�
�

◎
お
は
な
し
会(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)

14:

30
〜
�

◎
い
ち
ご
塾
文
化
講
演
会｢

森
田
実(

政
治
評
論
家)｣

開
場
＝
18:

15
 
開
演
＝
18:

45
�

◎
に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル｢

こ
の
感
触
が
止
め
ら
れ
な
い
!?
小
麦
粉
粘
土｣�

　(

い
こ
い
の
里)

10:

00
〜
11:

30
�

�

●有料シールを貼付してください。�
●大型ごみは自宅まで取りに行きます。�
●出せるごみについてはごみの分け方、�
　出し方をご覧ください。�

大型家庭ごみ収集日程�
収集日の2日前までに�

役場環境共生課生活環境係へ電話でお申し込みください。�

〔偶数月-可燃性・奇数月-不燃物〕�
�

金�

木�

木�

金�

土�

土�

第
1

第
2

東高陽、鍋田、南高陽、西高陽�

三吉、三吉団地、糖塚、山田、�
塚原、上高倉、高倉�
�

湯川、波津、原、内浦、元松原、�
手野、新松原�

波津、吉木、高塚、戸切百合野�

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、新松原�

上畑、海老津、百合ヶ丘、戸切�

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、�
戸切百合野�

東黒山、塚原、手野、吉木、三吉、新松原、三吉団地、�
原、波津、内浦�
糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、東山田、�
野間、新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原�

戸切、戸切白谷、戸切百合野、�
上海老津、山田峠、龍王団地�

吉木、西黒山、東黒山、高塚�

東松原、百合ヶ丘、東海老津、�
高陽�

人頭制月２回小型�
汲取り収集地区�
従量制月２回大型�
汲取り収集地区� A（1回目）�

B（2回目）�

A（1回目）�

B（2回目）�

C（3回目）�

従量制月２回大型�
汲取り収集地区�
従量制月２回小型�
汲取り収集地区�
従量制月２回小型�
汲取り収集地区�
従量制月２回小型�
汲取り収集地区�

木�

土�

第4水�

金�第
3

茅原、南山田、東山田、緑ヶ丘�

野間（1、2、3、4）、西山田�
海老津、つくし会、上畑、新海老津�

【盆休のため第3金曜日に変更】�

旭東、旭中、旭西、旭南、高尾、�
松ヶ台、公園通り�

し尿収集日程表（月2回汲取り）�

�

18�
（日）�

19�
（月）�

20�
（火）�

22�
（木）�

26�
（月）�

23�
（金）�

27�
（火）�

29�
（木）�

21�
（水）�

28�
（水）�

24�
（土）�

25�
（日）�

30�
（金）�

31�
（土）�

◎
サ
ン
リ
ー
ア
イ
名
画
シ
ア
タ
ー｢

ロ
ー
ド･

オ
ブ･

ザ･

リ
ン
グ｣(

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ)�

　
１
回
目
＝
10:

00
〜
　
２
回
目
＝
14:

00
〜
　
３
回
目
＝
18:

00
〜
�

◎
い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｢

舞
踊
翠
秀
流(

翠
秀
珠
玉)｣(

い
こ
い
の
里)

12:

00
〜
13:

00
�

◎
少
年
サ
ッ
カ
ー
連
盟
･
夏
季
大
会(

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド)

15:

30
〜
21:

30
�

☆休日・夜間の当番医は�
遠賀郡消防署　1293－1231へ�
その時、診察してもらえる当番医を教�
えてくれます�



昭
和
四
十
六
年
、
糠
塚
の
榎
坂
で
貝
塚

の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
魚
介
類
や
動
物
の

骨
、
石
器
や
土
器
な
ど
が
多
数
出
土
し
人

骨
も
三
体
出
土
し
て
内
一
体
は
腕
輪
を
二

十
九
個
も
着
け
た
女
性
で
あ
っ
た
。

矢
矧
川
の
河
口
域
は
当
時
入
江
で
干
潟

が
広
が
り
暮
し
易
い
地
の
利
を
得
た
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

狩
猟
生
活
を
し
て
い
た
こ
の
一
帯
も
海

が
退
き
農
耕
時
代
に
入
る
と
ム
ラ
が
次
々

に
で
き
交
易
も
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
。

糠
塚
で
は
瀬
戸
の
製
鉄
炉
遺
跡
。
墓
の

尾
の
韓
国
式
オ
ン
ド
ル(

床
下
暖
房)

や
鴻

櫨
館
式
瓦
の
窯
跡
。
南
の
前
か
ら
金
や
水

晶
、
宝
石
類
の
装
飾
品
。
黒
山
遺
跡
群
の

二
百
五
十
の
墳
墓
に
見
ら
れ
る
大
集
落
な

ど
数
々
の
出
土
品
か
ら
こ
の
河
口
域
一
帯

は
稲
作
生
産
で
か
な
り
力
を
持
っ
て
い
た

と
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。

糠
塚
の
橋
の
先
に
須
賀
神
社
が
あ
る
。

境
内
に
生
眼
八
幡
宮
遥
拝
所
が
あ
り
幕
末

に
庄
屋
が
宮
崎
の
生
目
か
ら
勧
請

か
ん
じ
ょ
う

し
た
目

の
神
様
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
頃
は
、

目
の
患
い
や
病
で
失
明
す
る
恐
れ
の
あ
る

時
代
で
あ
っ
た
。

本
殿
に
は
、
伊
勢
参
宮
記
念
の
絵
馬
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
伊
勢
神
宮
に
出
か
け
た

同
行
の
仲
間
で
奉
納
し
た
絵
馬
で
あ
る
。

明
治
時
代
は
、
商
船
で
門
司
港
を
出
発

し
宮
島
、
琴
平
、
奈
良
を
経
て
伊
勢
に
着

き
、
帰
り
は
京
見
物
を
し
て
大
阪
よ
り
門

司
へ
と
二
週
間
程
の
大
旅
行
で
あ
っ
た
。

糠
塚
で
は
、
今
で
も
参
宮
者
同
士
の
同

行
寄
り
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

神
社
の
裏
側
に
は
、、
御
利
益

ご

り

や

く

の
厚
い

大
日
堂
が
あ
り
以
前
は
芝
居
や
相
撲
も
あ

っ
て
い
た
と
か
。
今
年
、
立
派
に
建
替
え

ら
れ
仏
様
も
ぴ
か
ぴ
か
に
耀
い
て
い
る
。

東
黒
山
に
厳
島
神
社
が
あ
る
。
毎
年
、

七
月
十
四
日
の
祇
園
会
で
は
江
戸
時
代
か

ら
続
く
山
笠
が
出
る
。

そ
の
日
は
、
朝
か
ら
総
出
で
準
備
に
掛

か
り
夕
方
子
ど
も
御
輿
を
先
頭
に
見
事
に

飾
り
立
て
ら
れ
た
大
山
が
神
社
か
ら
若
者

に
し
っ
か
り
と
担
が
れ
て
御
汐
井

お

し

お

い

取
り
に

矢
矧
川
へ
と
降
っ
て
い
く
。

村
内
を
巡
る
山
笠
の
鐘
と
太
鼓
の
響
き

は
矢
矧
の
夜
風
に
運
ば
れ
祭
り
は
夜
お
そ

く
ま
で
続
く
。

村
を
疫
病
か
ら
救
っ
て
く
れ
た
祇
園
の

山
笠
は
家
が
三
軒
に
な
る
ま
で
絶
や
さ
な

い
と
い
う
こ
の
伝
統
の
祭
り
は
町
の
民
俗

無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

黒
山
に
千
手
寺
遺
跡
が
あ
る
。
山
の
中

で
南
北
朝
時
代
の
千
手
寺

せ
ん
じ
ゅ
じ

跡
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
る
。
寺
の
梵
鐘
が
広
島
県

の
文
化
財
で
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
銘
に

は
「
大
日
本
国
筑
前
州
遠
賀
庄
黒
山
千
手

寺
」
と
あ
る
。

べ
っ
き
　
た
く
じ

12人�

82人�

125人�

16,425人（-13）�

14,727人（-21）�

97人�

48.51

31人�

44

（6月末）�

町内の交通事故状況（人身）�

救急・火災医療　6月分�

事故件数（件）�

死亡者数（人）�

重傷者数（人）�

軽傷者数（人）�

遠賀郡消防本部�
1293-3921

89
95

3
1

31,152人（-34）�

11,025世帯（+9）�

23�

0�

1�

22

73�

0�

9�

82

13�

0�

0�

18

68�

0�

4�

86

5月�

5月�

新　岡　垣　風　土　記�

歴
史
散
歩 ｢

糠
塚･

黒
山｣

を
訪
ね
て�

●発行／岡垣町役場 〒811-4233福岡県遠賀郡岡垣町大字野間697番地1 1093（282）1211　●編集／地域づくり課　●印刷／コロニー印刷�

▼夏ですね！夏といえば海とスイカと花火だと思いますがみな

さんはいかがですか。

我が国の花火は、慶長５年オランダ人によって堺の港から輸

入されたのが始まりと言われています。また戦国時代の「のろ

し」の技術が進歩し転化したものだとも言われています。

さて、第１２回岡垣町花火大会が波津漁港内で開催されます。

花火の前には納涼イベントもあります。雨天の場合は次の日の

４日(日)に延期されますが、良い天気に恵まれるといいですね。

夏の夜空を美しく彩る花火は、やっぱり生で見るのが一番です

よ！ (村上)

▼この７月25日号の表紙でも紹介しているとおり、８月３日

(土)に花火大会が行われます。

去年の花火大会は朝早くからの準備や夜遅くまでの後片付け

などの一般業務と広報担当としての写真撮りに追われ、くたく

たになったことを覚えています。さらに、自信満々で現像に出

していた一番大事な花火の写真もよく撮れていないものが多数

あり、心身ともに大きなダメージを受けました…。

今年は、花火大会での写真撮りも２回目ということもあり、

去年の失敗を踏まえて花火のすばらしい写真をたくさん撮りた

いと思います。 (三浦)
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